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日 月 火 水 木 金 土

4/30
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28
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30

3

10

17

24

31
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11

18

25
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12

19

26
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5/1

8

15

22

29

6

13

20

27

3

さくら病院

栄徳医院

やまだクリニック

大川外科胃腸科クリニック

みずの整形外科

・1歳6か月児健診（11）
・マミーズルーム（25）
・運動あそび（13）
・二人三脚（13）

・子育て相談室（11）
・けん玉検定（13）

・心配ごと相談（22）
・ドッチボールの日（13）

・母子健康手帳交付説明会（11）
・厚生年金相談（22）

・献血（22）・ドッチビーの日（13）

・しなやかお達者の会（11）
・カーリング（13）
・きんぎょとばし（13）

・健康相談（11）
・生ポリオ第2回（10）

・普通救命講習会
　扶桑出張所（8）
・折り紙教室（13）
・フレンチトースト作り（13）
・わくわく工作（13）

・第2回北児童
　センターまつり（13）

・母の日プレゼント作り（13）・健康相談（11）
・ひだまりの会（11）
・生ポリオ第1回（10）
・北保園庭開放（8）
・家庭児童相談（22）
・さくら大学（23）

・プチ「こどもの日」
　おはなし会（20）

・パソコンの日（13）

・パパママ教室（11）
・健康相談（11）
・ひだまりの会（11）

・南保園庭開放（8）
・人権・行政相談（22）

・10か月児健診（11）
・歩く健康のつどい（11）
・伝言ゲーム（13）

・しなやかお達者の会（11）
・乳児ＢＣＧ（10）
・カーリング（13）
・きんぎょとばし（13）

・歩く健康のつどい（11）
・北保園庭開放（8）

・4か月児健診（11）
・子育て相談室（11）
・西保園庭開放（8）
・ブックスタート（21）
・心配ごと相談（22）
・登記相談（22）

・3歳児健診（11）
・西保園庭開放（8）
・心配ごと相談（22）
・消費生活相談（22）

・南保園庭開放（8）
・中保園庭開放（8）

・歯科健診（11）
・らくらく離乳食教室（11）
・心配ごと相談（22）
・多重債務者相談（22）
・法律相談（22）

・母子健康手帳交付説明会（11）
・厚生年金相談（22）
・中保園庭開放（8）
・けん玉検定（13）

さくら病院 神尾外科 江口医院

休休
日日
診診
療療

診
療
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
　
午
後
２
時
か
ら
５
時

救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー（
夜
間
）

2
０
５
８
６
―

72
―

１
１
３
３

NO.567

▲桜並木で手を引かれ―

（ ）内はページ数です

月　日   

5月3日

4日

5日

7日

14日

21日

28日

6月4日

電　話  

95-6711

93-0137

93-2626

93-7068

94-1333

92-3155

94-2210

91-1187

　　病院・医院名

さくら病院

神尾外科

江口医院

栄徳医院

やまだクリニック

大川外科胃腸科クリニック

みずの整形外科

ふそう耳鼻咽喉科

納期限
　税務課収納窓口の延長　26日（金）午後7時まで
　開設　7日（日）、28日（日）午前10時から午後2時

●軽自動車税（全期）
●国民健康保険税（1期）
●介護保険料（1期）

5月31日（（水）



信頼
安心

幼児・児童がすこやかに育ち、
子育てに夢と希望が持てる
ようお手伝いします。

障害児（者）の人権を尊重し、
福祉サービスの提供や見守
りなどの協力をしていきます。

高齢者が災難や被害にあわ
ないように見守りつつ、健康
に暮らせるための介護予防
に協力支援します。

※民生委員・児童委員は、厚生労働
大臣と県知事から委嘱されています。

※民生委員・児童委員には、守秘義
務があります。ご相談内容の秘密
は厳守しますので、安心してご相談
ください。

問合せ先　ほほえみプラザ1階　福祉課　294-1222

初めの一歩は、話し相手から！！
地域には「あなた」を応援する民生委員・児童委員がいます

1人で悩んでいないで、どんな小さなことでも一緒に考えましょう
私たちは、適切な関係機関・専門機関への橋渡しをします

生
き
る
権
利

育
つ
権
利

守
ら
れ
る
権
利

参
加
す
る
権
利

権利を認め合って
楽しい社会生活の
実現に努力します

信頼
安心

3 平成18年5月号
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本
年
は
、
大
口
村
の
誕
生
か
ら
１
０
０
年

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
町
政
が
、

日
々
発
展
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

も
、
礎
を
築
か
れ
た
先
人
の
皆
様
の
ご
尽
力

の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
第
６
次
総
合
計
画
ス

タ
ー
ト
の
年
、
ま
さ
に
今
地
方
は
、
中
央
集

権
と
右
肩
上
が
り
の
経
済
の
中
で
身
に
付
い

た
依
存
か
ら
脱
却
し
、
持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
再
生
に
向
け
、
新
た
な
る
第
一
歩
を
踏

み
出
す
時
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
６
次
総
合
計
画
で
は
、「
み
ん
な
で
進

め
る
自
立
と
共
助
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
本

理
念
の
も
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
際

の
判
断
、
行
動
の
基
準
と
す
る
べ
く
「
安
全
」

「
協
働
」「
共
生
」「
公
平
」「
発
展
」
の
５
つ

の
尺
度
を
定
め
、
町
民
の
皆
様
と
の
協
働
に

よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

時
代
の
大
き
な
潮
流
の
中
、
な
お
一
層
持

続
可
能
で
安
定
的
な
財
政
構
造
基
盤
の
確
立

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
受

け
止
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

も
と
、
わ
が
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
輝
く
水

と
緑
　
元
気
な
暮
ら
し
広
が
る
自
治
の
ま
ち

お
お
ぐ
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
行
政
自
ら
が
、

「
意
識
」「
組
織
」「
財
政
」
の
改
革
に
取
り

組
み
、
新
た
な
視
点
に
立
っ
て
見
直
し
を
お

こ
な
う
と
と
も
に
、
行
財
政
改
革
が
一
歩
一

歩
前
進
す
べ
く
挑
戦
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
１８
年
度
当
初
予
算
は
、
こ
う
し
た
考

え
の
も
と
、「
全
町
農
業
公
園
構
想
」「
住
民

の
参
画
と
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」「
サ
イ
バ

ー
タ
ウ
ン
構
想
」「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
」「
生
涯
学
習
構
想
」
の
５
つ
の
重
点

施
策
に
沿
っ
て
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
平
成
１８
年

度
は
、
様
々
な
意
味
に
お
い
て
次
世
代
構
築

の
第
一
歩
と
な
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、

本
町
の
歴
史
に
残
る
一
年
に
な
る
も
の
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
１８
年

度
の
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
施
政
方
針
演
説
よ
り
一
部
要
約
・
抜
粋
）

平成18年度
当初予算額（Ａ）

平成17年度
当初予算額（Ｂ）

増減額
（Ａ－Ｂ）

対前年度
増減率（％）

一般会計

土地取得特別会計

介護保険特別会計

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

国際交流事業特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落家庭排水事業特別会計

社本育英事業特別会計

小　計

合　計

特
別
会
計

7,910,000

2

737,432

1,759,000

1,374,817

1,935

941,023

25,438

1,290

4,840,937

12,750,937

7,070,000

3

678,280

1,752,900

1,274,140

1,891

871,100

26,800

1,510

4,606,624

11,676,624

840,000

△1

59,152

6,100

100,677

44

69,923

△1,362

△220

234,313

1,074,313

11.9

△33.3

8.7

0.3

7.9

2.3

8.0

△5.1

△14.6

5.1

9.2

当初予算額内訳　　　　（単位：千円）
一
般
会
計
　
７９
億
１
０
０
０
万
円
（
対
前
年
比
　
％
増
）

特
別
会
計
　
４８
億
４
０
９
４
万
円
（
対
前
年
比
　
％
増
）

新
年
度
当
初
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

大
口
町
長
　
酒
井
　

5.1 11.9



▼
暮
ら
し
楽
々
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

（
巡
回
バ
ス
試
行
事
業
）
５
８
４
８
万
円

▼
地
方
分
権
推
進
事
業

６
６
０
万
円

▼
大
口
誕
生
１
０
０
周
年
記
念
事
業
６
８
万
円

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
等
）
７
３
８
万
円

▼
母
子
通
園
事
業

３
３
６
万
円

▼
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
事
業

１
７
６
万
円

▼
庁
舎
ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
事
業１

５
３
９
万
円

▼
南
小
学
校
ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
事
業５５

６
万
円

▼
柏
森
駅
舎
施
設
整
備
事
業１億

９
７
１
２
万
円

▼
町
営
住
宅
外
壁
改
善
事
業
１
５
５
３
万
円

▼
雨
水
排
水
路
改
修
事
業
（
郷
浦
排
水
路
）

４
０
０
０
万
円

5 平成18年5月号

●
サ
イ
バ
ー
タ
ウ
ン
構
想

「
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で

も
」
参
加
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

す
る
と
と
も
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か

ら
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼
地
域
情
報
化
推
進
事
業

１
２
４
１
万
円

▼
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
推
進
事
業５

０
１
７
万
円

●
全
町
農
業
公
園
構
想

農
業
が
持
つ
多
く
の
可
能
性
を
５
つ
の

「
Ｋ
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
（
環
境
・
健

康
・
教
育
・
交
流
・
景
観
）
か
ら
多
面
的

に
捉
え
、
自
然
と
の
共
生
や
循
環
型
社
会

へ
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
農
業
公
園
構
想
事
業

６
４
２
２
万
円

●
住
民
の
参
画
と
参
加
の

ま
ち
づ
く
り

多
様
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
把
握
か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
団
体
の
育
成
ま
で
を
一
体
的

に
捉
え
、
住
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
活

動
場
所
の
提
供
な
ど
、
団
体
の
状
況
に
応

じ
た
支
援
策
も
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事
業
１
２
７
２
万
円

▼
市
民
活
動
拠
点
施
設
整
備
事
業

３
３
万
円

●
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
社
会
を
囲
む
環
境
が
厳
し
さ
を
増

す
中
で
、
犯
罪
や
災
害
に
限
ら
ず
、
食
や

健
康
、
交
通
、
建
築
物
の
安
全
等
、
安
心

し
て
毎
日
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
事
業
９
１
６
万
円

●
生
涯
学
習
構
想

平
成
２０
年
４
月
の
開
校
を
目
指
し
、
多

様
化
す
る
教
育
方
法
に
対
応
で
き
る
新
し

い
中
学
校
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
充
実
し
た
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
を
送
る
た
め
に
、
自
身
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
そ
の
ス
キ
ル
を

社
会
や
地
域
へ
貢
献
で
き
る
よ
う
な
事
業

展
開
を
図
り
ま
す
。

▼
統
合
中
学
校
建
設
事
業１１

億
８
４
４
７
万
円

▼
社
会
教
育
講
座
開
設
事
業

８
４
万
円

▼
家
庭
教
育
推
進
事
業

２
３
５
万
円

５

つ

の

重

点

施

策

そ
の
他
の
ソ
フ
ト
事
業

そ
の
他
の
ハ
ー
ド
事
業

▲黒米の田植え

▲やろ舞い大祭

▲柏森駅イメージ図

▲統合中学校イメージ図



皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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平
成
１８
年
４
月
１
日
付
で
、
職
員
の
異

動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
【

】
内
は
前
職
、
課
長
級
以
上
の
み
。

●
部
長
級

議
会
事
務
局
長
【
教
育
部
長
】

近
藤
　
登

教
育
部
長
【
議
会
事
務
局
長
】

鈴
木
　
宗
幸

●
課
長
級

◇
健
康
福
祉
部

保
険
年
金
課
長
【
行
政
課
主
幹
】吉

田
　
治
則

健
康
課
長
【
健
康
課
主
幹
】

河
合
　
俊
英

◇
環
境
建
設
部

環
境
経
済
課
長
【
保
険
年
金
課
長
】

近
藤
　
定
昭

下
水
道
課
長
【
環
境
経
済
課
主
幹
】

前
田
　
正
徳

◇
教
育
部

生
涯
学
習
課
長
【
下
水
道
課
長
】三

輪
　
恒
久

平成18年度 区長名簿（敬称略）

４
月
１
日
付
　
町
職
員
人
事
異
動

秋　田　　　長谷川知義
ともよし

秋田二丁目8 295-2181
豊　田　　　土田　進

すすむ

豊田二丁目163 295-1725
大屋敷　　　丹羽　勉

つとむ

大屋敷二丁目100 295-2453
外　坪　　　服部　光延

みつのぶ

外坪一丁目165 295-3130
河　北　　　増田伊之助

い の す け

二ツ屋一丁目73 295-5532
余　野　　　近藤　道孝

みちたか

余野六丁目33 295-6078
上小口　　　安達　國廣

くにひろ

上小口一丁目82 295-2604
中小口　　　近藤　勝美

かつみ

大字小口字馬場97 295-3045
下小口　　　酒井　保孝

やすたか

下小口二丁目104 295-6883
垣　田　　　武田　静雄

しずお

大字余野字垣田1-5
14棟105号 295-8574

さつきヶ丘　今井　冨郎
とみろう

大字余野字浅畑234-1 295-5551



●
水
管
理
は
木
津
用
水
土
地
改
良
区

と
協
議
し
、
お
こ
な
い
ま
す
。

●
水
量
に
つ
い
て
は
、
天
候
等
に
よ

り
変
量
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
中
干
の
日
程
は
、
天
候
等
に
よ
り
、

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
落
水
は
、
９
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

入
鹿
用
水
・
昭
和
用
排
水
関
係

連
絡
が
あ
り
次
第
、
関
係
区
長
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成18年度　田植え水日割（岩倉用水本管および2号幹線）

※該当する地区の丸数字（①～⑥）により、
　日割りの確認をしてください。

本管：秋田・大屋敷（五条川左岸）地区
3～9号、10-1号、10-2号

本管：豊田地区
11号～19号

本管：下小口・中小口地区
1-1号、1号～2号

2号幹線：豊田（奈良子）地区、
大屋敷（五条川右岸）地区
2号幹線：中小口地区
2号幹線：下小口地区

岩倉用水の地区の割り振り

①

②

③

④

⑤
⑥

田植え用の配水をおこないます。
通常の配水をおこないます。
中干期間により、水は流れません。

凡例

田植え水日割りスケジュール表

7月 ～落水14
（金）

15
（土）

16
（日）

17
（月）

18
（火）

19
（水）

20
（木）

21
（金）

22
（土）

23
（日）

24
（月）

25
（火）

26
（水）

27
（木）

28
（金）

29
（土）

30
（日）

1

2 4 5

3

6

◇中干計画

6月 ～中干1
（木）

2
（金）

3
（土）

4
（日）

5
（月）

6
（火）

7
（水）

8
（木）

9
（金）

10
（土）

11
（日）

12
（月）

13
（火）

14
（水）

15
（木）

1 4

2 5

3 6

◇田植配水

●
低
下
す
る
保
水
・
遊
水
機
能

田
や
畑
な
ど
に
は
、
雨
水
を
一
時
的
に

貯
め
た
り
、
地
面
へ
浸
透
さ
せ
た
り
す
る

働
き
（
保
水
・
遊
水
機
能
）
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
で
は
多
く
の
田
や
畑
が

住
宅
地
や
工
業
用
地
な
ど
に
開
発
さ
れ
た

た
め
、
そ
の
働
き
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
以
前
と
同
じ
量
の
雨
が
降
っ

た
と
し
て
も
、
短
時
間
で
多
く
の
雨
水
が

川
に
流
れ
込
み
、
洪
水
の
危
険
性
が
高
ま

っ
て
い
る
の
で
す
。

●
洪
水
を
防
ぐ
た
め
に
は

河
川
の
改
良
工
事
だ
け
で
な
く
、
雨
を

貯
め
た
り
浸
透
さ
せ
る
施
設
を
つ
く
る
こ

と
に
よ
り
、
従
来
、
田
や
畑
が
持
っ
て
い

た
保
水
・
遊
水
の
能
力
を
取
り
戻
し
、
雨

水
が
川
へ
ゆ
っ
く
り
流
れ
込
む
よ
う
に
し
、

洪
水
の
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
こ
の
よ
う
に
流
域
全
体
で
治
水
に

取
り
組
む
こ
と
を
「
総
合
治
水
」
と
い
い

ま
す
。

●
皆
さ
ん
に
も
で
き
る
こ
と

総
合
治
水
は
、
国
や
県
、
町
だ
け
で
全

て
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
家
を
建
て
る
と
き
に
「
浸
透
マ
ス
」

を
設
置
し
た
り
、「
透
水
性
舗
装
」
に
す
る

な
ど
、
皆
さ
ん
の
協
力
も
必
要
で
す
。
皆

さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
、
総
合
治
水
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ボ
ー
ド
フ
ェ
ア

皆
さ
ん
に
総
合
治
水
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ボ
ー
ド
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
　
町
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー

期
間

７
月
８
日
G
か
ら
１３
日
E

問
合
せ
先

役
場
　
建
設
課

2
９５
―

１
１
１
１
　
内
線
１
７
８

浸
透
マ
ス

透
水
性
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作
っ

た
雨
水
マ
ス
で
す
。
普
通
の
雨
水
マ
ス
は
浸

透
し
な
い
た
め
、
雨
水
は
、
排
水
管
を
通
じ

川
へ
流
れ
込
み
ま
す
。
浸
透
マ
ス
を
使
う
と
、

雨
水
は
大
地
に
浸
み
込
む
た
め
、
川
に
流
れ

る
雨
水
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

透
水
性
舗
装

雨
水
が
舗
装
の
中
を
通
り
抜
け
、

地
中
に
浸
み
込
む
舗
装
で
す
。
透
水
性
舗
装

を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
河
川
の
洪
水
調
節
や

舗
装
面
の
水
た
ま
り
の
排
除
の
効
果
が
あ
り

ま
す
。

総
合
治
水
を
ご
存
じ
で
す
か
？

〜
５
月
１５
日
B

か
ら
２１
日
A

は
総
合
治
水
週
間
で
す
〜

7 平成18年5月号
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問
１
歳
ぐ
ら
い
か
ら
ハ
ミ
ガ
キ
を
始

め
る
と
良
い
と
聞
き
ま
し
た
が
、

や
ろ
う
と
す
る
と
、
と
て
も
嫌
が
り
ま
す
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

答答
虫
歯
に
な
る
の
は
早
い
子
で
２
歳

頃
で
、
よ
だ
れ
の
多
い
頃
に
は
あ

ま
り
虫
歯
に
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。

ハ
ミ
ガ
キ
の
や
り
方
は
様
々
で
す
が
、

離
乳
食
を
始
め
た
時
期
の
食
後
２
、
３
分

間
歯
ブ
ラ
シ
を
持
た
せ
、
そ
の
感
触
を
覚

え
さ
せ
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
手
に
持
っ

た
物
を
な
ん
で
も
口
に
入
れ
よ
う
と
す
る

の
で
、
抵
抗
も
少
な
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
事
の
後
に
お
茶
や
白
湯
等
を

飲
ま
せ
た
り
、
ぬ
れ
た
ガ
ー
ゼ
で
歯
を
拭

い
た
り
し
て
、
口
の
中
を
清
潔
に
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

島
の
道
ま
っ
す
ぐ
海
へ
陽
炎
へ
り

土
川
喜
一
郎

一
望
の
甍
の
波
の
か
げ
ろ
へ
り

丹
羽
　
清
声

観
音
を
微
笑
さ
せ
た
る
糸
子
か
な

竹
内
　
春
美

目
の
前
に
陽
炎
の
立
ち
夕
日
落
つ

県
　
　
弘
子

無
人
駅
ホ
ー
ム
短
く
陽
炎
へ
る

屋
代
　
和
女

《
ハ
ミ
ガ
キ
は
い
つ
か
ら
？
》》

平成18年5月号 8

※写真と本文は関係ありません。

丹
羽
消
防
署
で
は
、
火
災
の
危
険
を
無

く
す
た
め
、
昨
年
の
１１
月
か
ら
田
畑
や
空

き
地
に
枯
草
等
が
放
置
さ
れ
て
い
る
場
所

の
調
査
を
お
こ
な
い
、
土
地
の
所
有
者
に

対
し
早
急
に
刈
り
取
り
等
の
処
理
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
文
書
で
お
願
い
し
ま
し
た
。

２
月
に
再
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
１
４

１
件
中
、
処
理
さ
れ
た
件
数
は
７６
件

（
５３
・
９
％
）
い
ま
だ
に
放
置
さ
れ
て
い
る

場
所
が
６５
件
（
４６
・
１
％
）
あ
り
ま
し
た
。

枯
草
は
、
火
災
の
心
配
を
は
じ
め
、
周

辺
の
方
々
に
大
変
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
ま

だ
処
理
の
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
適
正
に

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
　
警
防
課

2
９５
―

５
１
５
１

枯
草
調
査
結
果
よ
り

平成17年度
　　　枯草処理の調査結果

合計
141件

処理済処理済
7676件
53.953.9％

処理済
76件
53.9％

未処理未処理
6565件
46.146.1％

未処理
65件
46.1％

未未
処処
理理
のの
方方
はは
早早
急急
にに
！！

丹
羽
消
防
署
で
は
、
人
工
呼
吸
や
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
を
学
べ
る
救

命
講
習
会
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時
　
５
月
２０
日
G

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所
　
丹
羽
消
防
署
　
扶
桑
出
張
所

※
２
名
以
上
で
あ
れ
ば
、
都
合
の
よ
い

日
時
に
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
　
本
署

2
９５
―

５
１
５
１

丹
羽
消
防
署
　
扶
桑
出
張
所

2
９２
―

３
１
０
０

５
月
の
園
庭
開
放
日

入
園
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
、

親
子
で
保
育
園
へ
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

南
保
育
園

５
月
１１
日
E
、
２５
日
E

西
保
育
園

５
月
１０
日
D
、
２４
日
D

中
保
育
園

５
月
１５
日
B
、
２５
日
E

北
保
育
園

５
月
１２
日
F
、
２３
日
C

※
時
間
は
午
前
９
時
３０
分
か
ら
１１
時



情
景
を
思
い
浮
べ
て
聴
く
ラ
ジ
オ

安

藤

治

夫

七
転
び
八
起
き
の
末
の
米
卆
寿

川
手
　
一
海

悩
む
母
孫
も
こ
の
頃
反
抗
期

権
藤
　
富
子

別
れ
際
大
事
な
話
そ
っ
と
す
る

佐
竹
起
代
子

寒
い
日
は
車
に
限
る
趣
味
ク
ラ
ブ

土
田
千
惠
子

園
児
ら
の
見
つ
め
る
笑
顔
銭
太
鼓

長
野
　
ま
す

い
た
だ
い
た
苗
に
誘
わ
れ
庭
い
じ
り

八
木
百
合
子

年
金
の
身
に
は
ま
ぶ
し
い
春
モ
ー
ド

吉
田
　
雄
亮

助
手
席
が
揺
り
か
ご
に
な
る
帰
り
道

岡
山
知
恵
子

花
の
下
山
車
引
く
手
子
は
玉
の
汗

安
藤
　
久
子

風
雪
に
耐
え
た
表
札
よ
く
磨
き

平
尾
　
幸
助

陽
炎
の
な
か
子
等
の
声
遠
ざ
か
り

田
山
地
美
名

土
壁
の
家
屋
に
馴
染
み
春
の
水

安
莊
　
志
保

や
は
ら
か
に
堰
越
へ
て
ゆ
く
春
の
水

神
谷
　
さ
ち

沈
丁
花
雲
の
垂
れ
く
る
匂
い
か
な

丹
羽
　
寿
子

ま
ろ
や
か
な
鐘
の
響
や
彼
岸
入

酒
井
せ
い
女

味
噌
汁
と
生
み
た
て
卵
春
の
朝

荒
谷
富
美
子

山
茱
萸
の
花
暮
れ
残
る
狭
庭
か
な

恒
川
　
　
子

ふ
と
見
れ
ば
春
は
そ
こ
ま
で
我
庭
に

宮
下
喜
代
子

菜
を
洗
う
水
は
多
め
に
春
呼
吸

佐
竹
　
悦
子

加
茂
川
も
春
の
水
な
り
京
の
旅

沢
田
扶
左
を

ぎ
ふ
蝶
の
羽
化
は
じ
ま
り
て
森
明
し

野
田
　
信
子

春
の
水
ダ
ム
に
淀
み
て
山
の
影

梅
田
　
康
子

9 平成18年5月号

い
ざ
と
い
う
と
き
、
慌
て
な
い
で
消
火

で
き
る
方
法
を
お
教
え
し
ま
す
。

●
消
火
器
が
あ
る
場
合

消
火
器
で
燃
え
て

い
る
場
所
に
か
け
て
消
し
ま
す
。

▼
紙
類
、
衣
類
や
寝
具

紙
や
布
が
燃
え

た
場
合
、
消
火
器
で
消
し
た
後
に
再
び

燃
え
出
す
こ
と
が
あ
る
の
で
、
火
が
お

さ
ま
っ
た
ら
水
を
か
け
て
完
全
に
消
火

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
こ
ん
ろ

消
火
器
の
勢
い
で
油
が
飛
び

散
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
鍋
の
ふ
ち
に

か
け
た
り
、
壁
を
利
用
し
て
反
射
さ
せ

る
な
ど
し
て
火
を
広
げ
な
い
消
火
が
大

切
で
す
。
火
が
消
え
た
ら
、
ガ
ス
の
元

栓
を
必
ず
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
電
気
器
具

プ
ラ
グ
を
抜
く
か
ブ
レ
ー

カ
ー
を
切
り
、
粉
末
消
火
器
で
消
火
し

ま
す
。
泡
消
火
器
は
感
電
の
お
そ
れ
が

あ
る
の
で
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
消
火
器
が
な
い
場
合

水
道
水
や
風
呂
水

を
か
け
て
消
火
し
ま
す
。
火
が
小
さ
い

う
ち
は
、
た
た
き
つ
け
る
よ
う
に
か
け
、

火
が
大
き
く
な
っ
た
と
き
は
、
上
方
に

ま
き
消
火
し
ま
す
。

▼
こ
ん
ろ

濡
ら
し
て
固
く
絞
っ
た
タ
オ

ル
や
大
き
な
ふ
た
な
ど
を
使
い
、
手
前

か
ら
ゆ
っ
く
り
と
か
ぶ
せ
、
空
気
を
遮

断
し
て
消
火
し
ま
す
。
火
が
消
え
た
ら

ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

※
近
く
に
水
が
な
い
と
き
は
、
火
を
覆
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
を
か
ぶ
せ
、
足
で

踏
ん
で
消
し
ま
す
。

天
ぷ
ら
油
に
火
が
つ
い
た
時
、
一
番
危

険
な
こ
と
は
、
水
を
か
け
る
こ
と
で
す
。

水
を
か
け
た
と
た
ん
火
が
天
井
ま
で
上
が

り
、
ま
わ
り
の
物
に
火
が
燃
え
移
っ
た
り
、

や
け
ど
を
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
天
ぷ

ら
油
の
火
災
で
は
、
絶
対
に
水
を
か
け
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や

生
野
菜
な
ど
は
、
入
れ
た
勢
い
で
、
油
が

飛
び
散
っ
た
り
し
て
危
険
な
上
、
消
火
効

果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

火
の
勢
い
は
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
大
き

く
な
り
ま
す
。
炎
が
壁
や
天
井
に
ま
で
燃

え
移
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
無
理
せ
ず
避
難

し
消
防
署
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

一
度
避
難
し
た
ら
絶
対
に
戻
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。
あ
な
た
の
命
が
一
番
大
切
で
す
。

住まいの
防火

丹羽消防署 消防課
95-5158

も
し
も
の
と
き
の
消
火
方
法

危危
なな
いい
かか
らら
やや
めめ
てて
！！



申込みおよび問合せ先
294―0051
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保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
勤
務
先
等
で
が

ん
検
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方
を
対
象

に
、
次
の
日
程
で
各
種
が
ん
検
診
を
実
施

し
ま
す
。
が
ん
は
、
何
よ
り
も
早
期
発
見

が
大
切
で
す
。
年
１
回
は
定
期
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

※
申
込
み
は
集
団
・
個
別
検
診
と
も
に
６

月
１
日
E
か
ら
受
付
け
ま
す
。
詳
し
く

は
広
報
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
が
ん
検
診
は
、
症
状
の
な
い
状
態
で
が

ん
の
疑
い
が
な
い
か
検
診
す
る
も
の

で
、
診
断
を
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
時
は
、
直

接
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
が
ん
検
診
と
も
、
集
団
検
診
ま
た
は
個

別
検
診
の
ど
ち
ら
か
１
回
の
受
診
に
限
り

ま
す
。

●
胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
、
前

立
腺
が
ん
検
診

実
施
日

▼
胃
が
ん
検
診

７
月
２１
日
F
、
８
月
３０

日
D
、
９
月
１９
日
C
、
９
月
２９
日
F

▼
子
宮
が
ん
検
診

７
月
１２
日
D
、
８
月

１
日
C
、
８
月
２９
日
C
、
９
月
１１
日
B

▼
乳
が
ん
検
診

７
月
１２
日
D
、
８
月
１

日
C
、
８
月
２９
日
C
、
９
月
１１
日
B

※
乳
が
ん
検
診
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
触

診
法
で
す
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
昨
年

受
診
し
た
方
は
対
象
外
で
す
。

▼
前
立
腺
が
ん
検
診

６
月
３０
日
F

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
年
齢

２０
歳
以
上
（
乳
が
ん
は
４０
歳

以
上
、
前
立
腺
が
ん
は
５０
歳
以
上
）

持
ち
物

健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
（
乳

が
ん
検
診
の
み
）

費
用

▼
胃
が
ん
検
診

１
０
０
０
円
▼

子
宮
が
ん
検
診

５
０
０
円
▼
乳
が
ん

検
診

１
０
０
０
円
▼
前
立
腺
が
ん
検

診

３
０
０
円

※
結
果
は
受
診
１
か
月
後
に
郵
送
し
ま
す
。

●
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
検
診

実
施
日

各
検
診
と
も
６
月
２７
日
C
か
ら

３０
日
F

場
所

各
地
区
住
民
検
診
会
場

対
象
年
齢

２０
歳
以
上

費
用

▼
大
腸
が
ん
検
診

３
０
０
円
▼

肺
が
ん
検
診
（
Ｘ
線
、
喀
痰
）

３
０

０
円

※
結
果
は
受
診
１
か
月
後
に
郵
送
し
ま
す
。

日
時
お
よ
び
対
象

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
１
回
）

▽
５
月
１２
日
F

平
成
１７
年
７
月
、
８
月

生
ま
れ
の
乳
児

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
２
回
）

▽
５
月
１９
日
F

平
成
１７
年
２
月
生
ま
れ

の
乳
児

●
乳
児
Ｂ
Ｃ
Ｇ

▽
５
月
８
日
B

平
成
１８
年
１
月
生
ま
れ

の
乳
児

※
受
付
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
２
時

※
対
象
以
外
の
方
は
電
話
等
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
へ

体
調
が
心
配
な
時
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
予
診
票
お
よ
び
母
子
手

帳
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

集
団
予
防
接
種

集
団
が
ん
検
診

が
ん
検
診
は
、
町
内
指
定
医
療
機
関
で

も
個
別
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

実
施
期
間

６
月
１
日
E
か
ら
平
成
１９
年

２
月
２８
日
D

医
療
機
関
別
が
ん
検
診
可
能
部
位

費
用

▼
大
腸
が
ん
検
診

５
０
０
円
▼

肺
が
ん
検
診
（
Ｘ
線
の
み
）

５
０
０

円
▼
肺
が
ん
検
診
（
Ｘ
線
、
喀
痰
）

１

５
０
０
円
▼
胃
が
ん
検
診

２
０
０
０

円
▼
子
宮
が
ん
検
診

１
０
０
０
円
▼

乳
が
ん
検
診

５
０
０
円

※
乳
が
ん
検
診
は
触
診
法
で
す
。

※
結
果
に
つ
い
て
は
、
必
ず
医
療
機
関
で

説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
の
保
健
事
業
の
ペ
ー

ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

個
別
が
ん
検
診

胃

○

○

○

○

○

大腸

○

○

○

○

○

肺

○

○

○

○

○

乳

×

×

○

○

×

子宮

×

×

○

×

×

今井医院
95―2534
佐野医院
95―3179
さくら病院
95―6711

すずいクリニック
96―1114

やまだクリニック
94―1333

医療機関
部位

が
ん
検
診

平
成
18
年
度
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　　行　　　　事

4か月児健診

10か月児健診

1歳6か月児健診

3歳児健診

母子健康手帳交付説明会

パパママ教室（栄養編）

子育て相談室

歯科健診

らくらく離乳食教室（要予約）

保健師・栄養士による健康相談

歩く健康のつどい

ひだまりの会
（中小口地区コミュニティーセンター）

しなやかお達者の会
（余野学共施設）

受付時間

午後1：00
～1：30

午後1：00
～1：30

午後1：00
～1：30

午後1：00
～1：30

午前9：45
～10：00

午前9：15
～9：30

午前9：30
～11：30

午後1：00
～1：30

午前9：45
～10：00

午前9：30
～11：30

午前9：30
～9：45

午前10：00

午前10：00

　　　　　対 　 象 　 者 　 等

18年1月生まれの乳児および未受診児
※個別通知をご確認ください

17年7月生まれの乳児

16年10月16日から31日生まれの幼児および未受診児

15年4月生まれの幼児および未受診児

母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導

妊娠中の夫婦
妊娠中の食生活のお話と調理実習　※要予約

保健師・栄養士・助産師による、子どもの身長・体重測定
育児や発育に応じた相談と妊婦相談（24日は要予約）

2歳・2歳6か月児および未受診児

離乳食初期～中期のお話とデモンストレーション
※要予約

生活習慣病予防、食生活改善、その他健康についての相談

血圧測定、尿検査、ストレッチ体操、1時間歩行など

ご家庭から外出する機会の少ない方を対象に、レクリエー
ション・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

介護予防のための筋力トレーニングを中心とした
運動・その他レクリエーションをおこないます。

日／曜

24（水）

9（火）

16（火）

10（水）

1（月）
15（月）

26（金）

18（木）
24（水）

17（水）

17（水）

9（火）
23（火）

12（金）
26（金）

8（月）
22（月）

毎週金曜日

Vol.2

健
康
を
意
識
し
た
の
は
６０
歳
で
初

孫
を
見
た
と
き
！
十
年
後
も
一
緒
に

動
き
回
れ
る
元
気
な
体
で
い
た
い
と

の
思
い
か
ら
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

私
の
運
動
嫌
い
は
筋
金
入
り
―
。

そ
ん
な
私
が
元
気
ア
ッ
プ
体
操
教

室
に
通
い
、
基
本
健
診
で
百
点
を
も

ら
っ
て
か
ら
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑

戦
す
る
意
欲
ま
で
湧
い
て
き
た
の
は

不
思
議
な
現
象
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

も
参
加
し
て
人
様
と
の
か
か
わ
り
の

中
で
楽
し
く
笑
い
、
心
の
健
康
も
保

っ
て
い
ま
す
。
家
で
は
数
独
と
夫
が

買
っ
て
き
て
く
れ
た
ボ
ケ
防
止
の
漢

字
ド
リ
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 村田滋子さん



健康おおぐち21 川柳
八十路まで　元気元気の　ウォーキング　　　　川手　一海

みんな
でつなげよう　健康の輪

問合せ先　保健センター 294―0051

健康おおぐち21　シンボルマーク

　健康クラブ「笑顔21」食生活部会では、皆さんの健康の源となる食生活につい
て考え、「健康おおぐち21」をすすめています。
　よく「体が資本」「体が元気であってこそ何でもできる」と言われますが、それに
はやはり口から入るエネルギーの基となる食物が大切です。旬の食べ物は、季節
ごとに体が必要とする栄養素を豊富に含んでいます。季節を感じながら献立を考
えたり、ミニ菜園を楽しんだりしてみませんか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これからの時期、日中の気温が高くなり、湿度も高くなります。
食品は冷蔵庫にしまうなど、うっかり腐らせてしまわないよう注意し、食中毒を防ぎましょう。

　5月頃から初夏にかけて大口で採れる旬の野
菜は、新玉ねぎ、春キャベツ、絹さや、わけぎ、さや
えんどう（グリンピース）などがあります。

　旬の野菜情報　No.5
　旬の『新玉ねぎ』を使った料理を紹介します。
小玉の新玉ねぎをレンジでチン！
　あま～い玉ねぎをご賞味あれ。

　旬の野菜情報　No.6
　旬の野菜を…とはいっても、出回る野菜も少な
い時期だし…。そんな時に野菜をたくさん食べられ
る方法として、乾物を使った料理を紹介します。

　この時期はミニトマトやピーマンなど、夏野菜
を植えるのに適しています。小さな鉢やプラン
ターで「ミニ菜園」にチャレンジしませんか？
　子どもと一緒に、野菜を育てることや収穫す
る楽しみ、食べる楽しみを感じてみましょう。
　野菜嫌いもなくなるかも…！？

鉢は直径15～18cm
深さは15cm程度必要

苗植えの時に長さ50cm
くらいの支柱を立てる

水は土の表面が乾いたら
1日2回くらい

肥料は2週間～1ヶ月に
1回　液肥でも可

「旬の野菜情報」は、保健センターにあります。「旬の野菜情報」は、保健センターにあります。「旬の野菜情報」は、保健センターにあります。
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★パソコンの日
5月6日（土） 午前10時から午後4時
※正午から午後1時まではお休みです
★あそびの日「伝言ゲーム」
5月9日（火） 午後4時から5時
★母の日プレゼント作り
「フラワーアレンジメント」
5月13日（土） 午後1時から3時　定員　30名
材料費　100円　※申込みは終了しています
★運動あそび「ドッチ・ビー」
5月16日（火） 午後4時から5時
★折り紙教室
5月20日（土） 午後1時30分から4時
★わくわく工作
5月20日（土） 午前10時から午後3時
※正午から午後1時まではお休みです
★ぬいとり「こいのぼり」「うさぎ」「ミッキーマウス」
毎日午後5時まで
★なかよし
毎週火曜日　午前10時30分から11時30分
対象　町内にお住まいの今年度満3歳になる親子

★ドッジボールの日
5月2日（火） 午後4時から5時
★やってみよう「きんぎょとばし」
5月8日（月）、22日（月） 午後4時から5時
★母の日のプレゼント作り「携帯ストラップ」
5月13日（土） 午前10時から正午
申込み　5月1日（月）から8日（月）※3日（水）から5日（金）を除く
★体育あそび「二人三脚」
5月16日（火） 午後4時から5時
★第2回北児童センターまつり
5月27日（土） 午前10時から午後2時
★ドッチビーの日
5月30日（火） 午後4時から5時
★今月のぬいとり『くちぱっち』『さくらんぼ』『こいのぼり』
★今月のおりがみ『ことり』『しゅりけん』
★子育て支援
○コアラ広場　毎週月・金曜日　午前10時30分から11時30分　
※1日（月）、5日（金）はお休みです
対象　3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（北） 5月9日（火）、23日（火）、30日（火）
午前10時30分から11時30分
対象　平成15年4月2日から平成16年4月1日生まれのお子さんとその親

○講習会「誤飲、やけど等の応急処置について」（丹羽消防署）
5月16日（火） 午前10時30分から11時30分
対象　3歳までの親子ならどなたでも参加できます

★今月のあそび
『ドッヂボール』『チップドロップ』

★チャレンジ「カーリング」
5月8日（月）、22日（月） 午後4時から5時
★母の日のプレゼント作り
「ビーズの指輪」2個（元気クラブ主催）
5月13日（土） 午前10時から正午
定員　30名　費用　30円
申込み　5月1日（月）から10日（水）
★けん玉検定
5月15日（月）、18日（木） 午後4時から5時
★フレンチトースト作り（元気クラブ主催）
5月20日（土） 午前10時から正午
定員　30名　費用　50円
申込み　5月9日（火）から
★めだか広場
毎週月・金曜日　午前10時30分から11時30分
対象　3歳までの親子ならどなたでも参加できます
※5日（金）はお休みです
★なかよし
毎週火曜日　午前10時30分から11時30分
対象　町内にお住まいの今年度満3歳になる親子

5月
の行事

西児童センター　296-0481
南児童センター　295-3528
北児童センター　295-7141

児童センターは、季節の行事がいっぱい！
今月も元気いっぱいに、お友だちと楽しい時間
を過ごしましょう。

13 平成18年5月号
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『
大
口
町
情
報
公
開
条
例
第
３３
条
』
お

よ
び
『
大
口
町
個
人
情
報
保
護
条
例
第
５２

条
』
に
基
づ
き
、
平
成
１７
年
度
に
情
報
公

開
請
求
お
よ
び
個
人
情
報
開
示
請
求
が
あ

っ
た
情
報
名
、
請
求
件
数
、
公
開
・
非
公

開
件
数
お
よ
び
異
義
申
し
立
て
件
数
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
公
開
請
求
件
数

７
件
（
公
開
７
件
）

▼
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
申

請
書

請
求
者

町
外
（
個
人
）

公
開
方
法

写
し
の
交
付

▼
統
合
中
学
校
新
築
等
基
本
設
計
業
務
委

託
設
計
報
告
書
及
び
そ
の
経
過
の
わ
か

る
資
料
（
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
議
事

録
）

請
求
者

町
外
（
個
人
）

公
開
方
法

写
し
の
交
付

▼
統
合
中
学
校
新
築
等
基
本
設
計
、
新
築

に
関
す
る
議
会
特
別
委
員
会
に
お
け
る

議
事
録

請
求
者

町
外
（
個
人
）

公
開
方
法

写
し
の
交
付

▼
統
合
中
学
校
の
設
計
及
び
こ
れ
ら
に
関

す
る
資
料

請
求
者

町
外
（
個
人
）

公
開
方
法

閲
覧

▼
統
合
中
学
校
新
築
等
基
本
設
計
協
議
及

び
実
施
設
計
関
係
資
料
（
施
行
伺
ま
で
）

請
求
者

町
外
（
個
人
）

公
開
方
法

写
し
の
交
付

▼
大
口
町
中
小
口
三
丁
目
地
内
の
農
地
転

用
目
的

請
求
者

町
外
（
法
人
）

公
開
方
法

閲
覧

▼
五
条
川
へ
の
汚
泥
流
出
に
関
す
る
顛
末

書請
求
者

町
内
（
個
人
）

公
開
方
法

写
し
の
交
付

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数

１
件
（
公
開
１

件
）

▼
建
築
確
認
申
請
台
帳
２
０
０
２
年
お
よ

び
建
築
許
可
申
請
台
帳
２
０
０
２
年

請
求
者

町
内
（
個
人
）

公
開
方
法

写
し
の
交
付

問
合
せ
先

役
場
　
情
報
課

2
９５
―

１
１
１
１
　
内
線
１
６
２

江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
で
は
、
組
合

情
報
を
広
く
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
開

か
れ
た
組
合
行
政
の
推
進
と
組
合
に
対
す

る
理
解
と
信
頼
を
図
る
た
め
、『
江
南
丹
羽

環
境
管
理
組
合
情
報
公
開
条
例
』
を
施
行

し
て
い
ま
す
。

平
成
１７
年
４
月
か
ら
１８
年
３
月
ま
で
の

１
年
間
、
情
報
公
開
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合

2
９５
―

３
２
０
０

大
　
口
　
町

江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合

平成17年度 情報公開および個人情報開示の実施状況

耐
震
診
断
員
（
愛
知
県
で
登
録
さ
れ
た

専
門
家
）
に
よ
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

（
無
料
）
を
お
こ
な
い
ま
す
。

ま
た
、
耐
震
診
断
を
受
け
た
建
築
物
で

改
修
工
事
を
希
望
さ
れ
る
方
に
、
一
定
の

範
囲
内
で
改
修
工
事
費
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
建
築
物

①
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
建
築
ま
た

は
工
事
着
工
さ
れ
た
住
宅

②
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
（
一
戸
建
て
、

長
屋
、
共
同
住
宅
）

③
平
屋
建
て
ま
た
は
二
階
建
て
の
在
来
軸

組
工
法
の
住
宅

申
込
み

①
都
市
開
発
課
、
行
政
課
、
生
活
課
お
よ

び
福
祉
課
窓
口
に
備
え
つ
け
の
「
わ
が

家
の
簡
易
耐
震
診
断
票
」
で
自
己
診
断

を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
診
断
票
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
自
己
診
断
を
し
た
後
、
診
断
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、「
わ
が
家
の
簡
易
耐
震

診
断
票
」
の
「
専
門
家
耐
震
診
断
申
請

書
」
欄
へ
必
要
事
項
を
記
入
し
、
都
市

開
発
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
請
は
建
築
物
の
所
有
者
で
、
町
税
に

滞
納
の
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

受
付
期
間

４
月
３
日
B
か
ら
１１
月
３０
日
E

そ
の
他

※
耐
震
診
断
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
か
ら

受
付
順
に
３０
棟
の
建
築
物
の
診
断
を
お

こ
な
う
予
定
で
す
。

木造住宅木造住宅
の
耐震診断・耐震診断・
改修改修

無
料
点
検
を
装
い
、
耐
震
補
強
工
事

を
し
つ
こ
く
勧
誘
す
る
商
法
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
県
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

町
の
事
業
に
よ
る
耐
震
診
断
員
は
、

必
ず
診
断
申
込
者
と
の
電
話
連
絡
に
よ

る
日
程
調
整
の
上
お
伺
い
し
、
戸
別
訪

問
に
よ
る
勧
誘
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

ま
た
「
愛
知
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
員

登
録
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
　
都
市
開
発
課

2
９５
―

１
１
１
１
　
内
線
１
７
２

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tow
n.oguchi.aichi.jp/



４
８
０
０
１
９
０

扶
桑
局

承
　
認

11

料
金
受
取
人
払

差
出
有
効
期
間

平
成
１
9年
４
月

３
０
日
ま
で

＜
切
手
不
要
＞

下小口七丁目１５５番地
大口町役場　情報課

「桜さんの何でも言ってちょ」係　行

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切り取り線

山折り

①用紙を太線に沿って切り取っ
てちょ。
②遠慮はいらんで、裏面にみん
なの意見を書いたってちょ。

③折曲げて、のり付けして封筒を作れば
できあがりじゃ。

④もし、意見が長くなる時は、便せんな
んかに書いて、入れてくれればええで
よー。

⑤切手をはらずにポストへいれてちょ。
内容は返事と一緒に広報おおぐちでみ
んなにお知らせするでよ。楽しみにし
とりゃー。

―　何でも言ってちょレターの作り方　―

15 平成18年5月号

皆さんが、行政に対し、日頃、感じている提案や
疑問などはありませんか？
まちの主役は皆さんです。この「何でも言ってち

ょレター」は、皆さんの声を町政に反映することで、
より豊かで住みやすい大口町にする試みです。
皆さんから寄せられた貴重なご意見等は、町から

のお答えと一緒に、定期的に広報おおぐちや役場生
活課前掲示板でお知らせします。
ぜひ「私たちのまちを少しでも良くしたい」と願

うあなたの気持を、この手紙につづってお寄せくだ
さい。お待ちしています。

問合せ先 役場　情報課
295―1111 内線162

桜さんの　何でも言ってちょレター

苦
情
、
ご
意

見
、
ご
提
案
、

ど
ん
な
こ
っ
て
も

え
え
で
、
遠
慮
せ

ん
と
聞
か
せ
て

ち
ょ
！



切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切り取り線

●おところ

●お名前　　　　　　　　　　●電話番号

について

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

のりしろ

の
り
し
ろ

平成18年5月号 16



第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
平
成
１８
年
度
〜
２０
年
度
）
の
大

口
町
の
第
１
号
被
保
険
者
（
６５
歳

以
上
の
方
）
の
介
護
保
険
料
は
、

基
準
月
額
３
４
５
０
円
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
介
護
保
険
料
は
平
成

１８
年
４
月
か
ら
、
所
得
に
応
じ
て

７
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

満
６５
歳
に
な
る
方
は
、
６５
歳
到

達
月
か
ら
介
護
保
険
料
が
賦
課
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
１
日
が
誕
生

日
の
方
は
、
前
の
月
か
ら
介
護
保

険
料
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

満
６５
歳
に
な
る
方
は
、
す
べ
て

の
方
が
当
分
の
間
普
通
徴
収
（
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
に
な
り

ま
す
。
そ
の
後
、
年
金
額
が
１８
万

円
超
の
方
は
、
法
律
の
定
め
に
よ

り
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
に
自
動
的
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

平成18年4月から介護保険料が変わりました

特
別
徴
収
は
、
年
６
回
（
４
・
６
・

８
・
１０
・
１２
・
２
月
）
に
分
け
て
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

普
通
徴
収

特
別
徴
収

普
通
徴
収
は
、
年
１０
回
（
５
月
か
ら
２

月
）
に
分
け
て
、
町
か
ら
送
付
さ
れ
る
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め
ま
す
。

問
合
せ
先

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

福
祉
課
　
2
９４
―

１
２
２
２

段階

1

2

3

4

5

6

7

第1期

5月

第2期

6月

第3期

7月

第4期

8月

第5期

9月

第6期

10月

第7期

11月

第8期

12月

第9期

1月

第10期

2月

1,800

1,800

2,800

4,100

5,100

6,200

7,200

1,800

1,800

2,800

4,100

5,100

6,200

7,200

2,400

2,400

3,000

4,500

5,800

6,300

7,600

1,800

1,800

2,900

4,100

5,100

6,200

7,200

1,800

1,800

2,900

4,100

5,100

6,200

7,200

1,800

1,800

2,900

4,100

5,100

6,200

7,200

1,800

1,800

2,900

4,100

5,100

6,200

7,200

1,800

1,800

2,900

4,100

5,100

6,200

7,200

1,800

1,800

2,900

4,100

5,100

6,200

7,200

1,800

1,800

2,900

4,100

5,100

6,200

7,200

合計

18,600

18,600

28,900

41,400

51,700

62,100

72,400

段階

1

2

3

4

5

6

7

第1期

4月

第2期

6月

第3期

8月

第4期

10月

第5期

12月

第6期

2月
合計

3,100

3,100

4,800

6,900

8,600

10,300

12,000

3,100

3,100

4,800

6,900

8,600

10,300

12,000

3,100

3,100

4,800

6,900

8,600

10,300

12,000

3,100

3,100

4,900

6,900

8,700

10,400

12,200

3,100

3,100

4,800

6,900

8,600

10,400

12,100

3,100

3,100

4,800

6,900

8,600

10,400

12,100

18,600

18,600

28,900

41,400

51,700

62,100

72,400

段階 対象者 保険料基準額 保険料年額

1

2

3

4

5

6

7

生活保護の受給者
老齢福祉年金受給者で住民税非課税世帯

住民税非課税世帯で本人の収入が
80万円以下

住民税非課税世帯で本人の収入が
80万円超

住民税世帯課税で本人住民税非課税

本人が住民税課税で合計所得金額が
200万円未満

本人が住民税課税で合計所得金額が
200万円以上500万円未満

本人が住民税課税で合計所得金額が
500万円以上

基準額×0.45

基準額×0.45

基準額×0.7

基準額

基準額×1.25

基準額×1.5

基準額×1.75

18,600円

18,600円

28,900円

41,400円

51,700円

62,100円

72,400円

（単位：円）

（単位：円）

17 平成18年5月号

※上記の普通徴収・特別徴収の保険料は標準的なモデルケースです。
なお、年度途中で誕生日を迎えられた方は、このケースに該当しません。



平
日
、
仕
事
の
都
合
等
で
税
金
を
納
め

ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
税
務
課
収
納
窓

口
の
延
長
お
よ
び
開
設
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

▽
５
月
２６
日
F

午
後
７
時
ま
で
延
長

▽
５
月
７
日
A
、
２８
日
A

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
開
設

場
所

役
場
　
税
務
課

※
役
場
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
　
税
務
課

2
９５
―

１
１
１
１
　
内
線
１
２
０

５
月
３１
日
D
は
、
自
動
車
税
の
納
期
限

で
す
。
４
月
１
日
現
在
、
自
動
車
を
お
持

ち
の
方
に
県
か
ら
自
動
車
税
納
税
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
裏
面
に
記
載
の

納
付
場
所
ま
た
は
県
税
事
務
所
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
税
に
は
便
利
で
安

全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

愛
知
県
東
尾
張
県
税
事
務
所

2
０
５
６
８
―

８１
―

３
１
３
９

左
記
の
①
か
ら
④
に
該
当
す
る
方
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
は
、
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
１
台
に
限
り
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

①
身
体
障
害
者
で
、
下
の
表
に
あ
げ
る
障

害
区
分
に
該
当
す
る
方

②
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
町
の

基
準
に
該
当
す
る
方

③
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
に
よ
り
交
付
を

受
け
た
療
育
手
帳
に
、
障
害
の
程
度
が

「
A
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

④
精
神
保
健
お
よ
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関

す
る
法
律
施
行
令
の
規
定
に
よ
り
交
付

を
受
け
た
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

に
「
１
級
」（
た
だ
し
精
神
保
健
お
よ
び

精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
に
よ

る
通
院
医
療
費
公
費
負
担
を
受
け
て
い

る
方
に
限
る
。）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

⑤
右
記
の
方
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
右
記
の
単
身
で
生
活
し
て
い
る

方
を
常
時
介
護
し
て
い
る
方

※
減
免
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
５
月
２４

日
D
ま
で
に
、
印
か
ん
、
運
転
免
許
証
、

納
付
書
、
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の

上
、
役
場
税
務
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

平成18年5月号 18

乳幼児期以前の非
進行性の脳病変に
よる運動機能障害

上肢機能

移動機能

障害の区分

視覚障害

聴覚障害
平衡機能障害

音声機能障害

上肢不自由
下肢不自由
体幹不自由

心臓機能障害
じん臓機能障害
呼吸器機能障害
ぼうこうまたは直腸の機能障害
小腸の機能障害

障 害 の 級 別
身体障害者本人が運転する場合
1級から3級までの各級および4級
の1
2級および3級
3級
3級（咽頭摘出による音声機能障
害がある場合に限る。）
1級、２級の1および2級の2
1級から６級までの各級
1級から3級までの各級および5級
1級および2級（1上肢のみに運動
機能障害がある場合）

1級から6級までの各級

1級および3級

※その他

同　　左

同　　左
同　　左

同　　左
1級から3級の1までの各級
1級から3級までの各級

同　　左

1級および3級（両下肢に運動機能障
害がある場合に限る。）までの各級

同　　左

※その他とは、身体障害者と生計を一にする方、もしくは単身で生活する身体障害者を常時介護する方が
　運転する場合をいいます。

《身体障害者の軽自動車税減免基準》

問
合
せ
先

役
場
　
税
務
課

2
９５
―

１
１
１
１
　
内
線
１
２
４

収収
納納
窓窓
口口
のの
延延
長長
・・
開開
設設

軽軽
自自
動動
車車
税税
のの
減減
免免
にに
つつ
いい
てて

自自
動動
車車
税税
のの
納納
税税
をを
おお
忘忘
れれ
なな
くく



土
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
平
成
９
年
度
以
降
、
負
担
水
準
、
負

担
調
整
措
置
と
い
っ
た
考
え
方
に
よ
り
、

全
国
的
な
均
衡
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
負
担
調
整
措
置
に
つ
い
て
、
従
来

ま
で
の
複
雑
な
内
容
か
ら
、
次
の
よ
う
に

よ
り
理
解
し
や
す
い
内
容
へ
と
改
善
さ
れ

ま
し
た
。

※
負
担
水
準
は
、
前
年
度
課
税
標
準
額
／

新
年
度
固
定
資
産
税
評
価
額
に
よ
り
求

め
ま
す
。
詳
し
く
は
、
地
方
税
制
度
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
役
場
税
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
　
税
務
課

2
９５
―

１
１
１
１
　
内
線
１
２
４

地
方
税
制
度
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

http://www.soum
u.go.jp/czaisei/czais.htm

l

「
税
制
改
正
」→

「（
ウ
）
固
定
資
産
税
」

固固
定定
資資
産産
税税
（（
土土
地地
））
のの
負負
担担
調調
整整
措措
置置
のの
方方
法法
がが
変変
わわ
りり
まま
しし
たた

固定資産税評価額 固定資産税評価額

税負担引下げ
（評価額×70％）

税負担据置

税負担据置

［Ａ］が評価額×60％を上回る
場合は60％

［Ａ］が評価額×20％を下回る
場合は20％

前年度課税標準額＋
　　　評価額×5％＝［Ａ］

前年度課税標準額＋
　評価額×1／6×5％＝［Ａ］

特例（1／6）

﹇
Ａ
﹈が
評
価
額
×
１
／
６
×
20
％
を
下
回
る
場
合
は
20
％

﹇
Ａ
﹈が
評
価
額
×
１
／
６
×
80
％
を
上
回
る
場
合
は
80
％

0

20

60

70

100
（％）

（％）

0
20

80

100

負
担
水
準

［※地価下落対応据置措置は廃止］

《商業地等》 《小規模住宅用地》

●平成18年度課税標準額の決め方

今
月
は
、
鉄
道
フ
ァ
ン
の
方
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

写
真
上：

佐
世
保
車
掌
区
で
使
わ
れ
て
い
た
車
掌

時
計
と
熊
鉄
（
熊
本
鉄
道
管
理
局
）
の
鉄
道
時

計
　
鉄
道
時
計
は
懐
中
時
計
で
、
背
面
に
年
号
、

管
理
番
号
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

写
真
右
下：

タ
ブ
レ
ッ
ト
　
単
線
区
間
で
汽
車
の

衝
突
を
防
止
す
る
も
の
。
閉
塞
区
間
で
は
こ
れ

を
持
っ
た
汽
車
の
み
が
侵
入
で
き
た
。

写
真
左
下：

小
型
合
図
燈
　
電
灯
に
赤
・
青
の
切

り
替
え
装
置
が
つ
い
て
い
る
。

木
曽
川
鵜
飼
と
あ
じ
さ
い
ま
つ
り

「
鵜
飼
」
を
見
学
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

木
曽
川
流
域
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
文

化
を
体
感
し
ま
す
。
音
楽
寺
で
は
、
満
開

の
あ
じ
さ
い
を
楽
し
み
な
が
ら
併
設
の

「
村
国
の
郷
資
料
館
」
を
訪
れ
ま
す
。

日
時

６
月
１８
日
A
（
鵜
飼
中
止
の
場
合

は
明
治
村
見
学
）

集
合
場
所
お
よ
び
集
合
時
間

▽
小
牧
市
市

民
会
館
　
午
前
９
時
▽
江
南
市
民
文
化

会
館
午
前
９
時
３０
分

解
散
予
定
時
間

▽
小
牧
市
市
民
会
館

午
後
２
時
１５
分
▽
江
南
市
民
文
化
会
館

午
後
２
時
４５
分
（
明
治
村
見
学
の
場
合

は
１
時
間
半
ほ
ど
延
長
）

見
学
場
所

▽
音
楽
寺
（
江
南
市
）
▽
鵜

飼
（
犬
山
市
）

参
加
料

中
学
生
以
上
２
５
０
０
円
　
小

学
生
１
５
０
０
円
（
バ
ス
代
、
昼
食
代
、

保
険
料
含
む
）

定
員

５０
名
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

対
象

小
学
４
年
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

申
込
み

５
月
１９
日
F
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
参
加
者
全
員
の

氏
名
と
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る

集
合
場
所
を
記
入
し
、
〒
４
８
０
―

８

７
１
１
江
南
市
北
野
町
川
石
２５
―

１
江

南
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
2
５４

―

１
１
１
１
）
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

歴
史
民
俗
資
料
館
　
ご
利
用
案
内

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
　
３
階

休
館
日

月
・
火
曜
日

※
祝
日
は
開
館
し
ま
す

開
館
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

入
館
料

無
料

問
合
せ
先

2
９４
―

０
０
５
５

尾尾
張張
北北
部部
のの
文文
化化
財財
めめ
ぐぐ
りり

▲
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図
書
館
で
は
、「
お
は
な
し
エ
プ
ロ
ン
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

何
か
し
た
い
け
れ
ど
、
ひ
と
り
で
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
無
い
か
と
お
探
し
の

方
。
短
時
間
で
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

お
探
し
の
方
、
児
童
室
で
、
絵
本
を
読
む

の
が
好
き
な
方
。
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

図
書
館
　
2
９５
―

３
９
９
９

平成18年5月号 20

こ
ど
も
の
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

プ
チ
「
こ
ど
も
の
日
」
お
は
な
し
会

図
書
館
で
は
、「
こ
ど
も
の
日
」
に

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
お
こ
な
い
ま

す
。「
こ
ど
も
の
日
」
の
思
い
出
に
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
た
め
に
、

家
族
み
ん
な
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
５
日
F
「
こ
ど
も
の
日
」

午
後
２
時
か
ら
２
時
３０
分

場
所

図
書
館
　
児
童
室

対
象

小
学
校
低
学
年
以
下
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
家
族

幼
い
頃
か
ら
の
読
書
は
、
物
事
を
正
し

く
判
断
す
る
力
に
な
り
ま
す
。
そ
の
力
が
、

青
少
年
期
に
自
分
の
思
い
を
自
分
の
言
葉

で
表
現
で
き
る
子
を
育
て
、「
キ
レ
ル
」
と

い
う
行
動
を
抑
え
る
事
が
出
来
る
よ
う
に

な
る
の
で
す
。

そ
こ
で
重
要
な
の
は
、
家
庭
で
読
書
で

き
る
環
境
や
雰
囲
気
作
り
で
す
。

①
幼
児
に
は
、
絵
本
を
中
心
に
父
母
が
読
ん

で
聞
か
せ
る
。

②
子
ど
も
の
身
近
に
い
つ
も
本
を
置
き
、
毎

日
少
し
の
時
間
で
も
本
を
読
む
こ
と
を
勧

め
た
り
、
読
む
の
を
聞
い
て
あ
げ
る
。

③
「
子
は
親
の
背
を
見
て
育
つ
」
と
言
う
よ

う
に
、
父
母
自
ら
読
書
す
る
姿
を
子
ど
も

た
ち
の
眼
に
ふ
れ
さ
せ
る
。

多
く
の
本
を
購
入
す
る
の
は
、
経
済
的

に
大
変
で
す
。
そ
ん
な
時
、
そ
の
環
境
作

り
を
お
手
伝
い
で
き
る
の
が
図
書
館
で
す
。

毎
週
末
に
は
、
来
館
し
た
家
族
が
本
を

借
り
た
り
感
想
を
話
す
声
な
ど
が
聞
か
れ
、

賑
や
か
で
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
が
館

内
を
流
れ
て
い
ま
す
。

読
書
を
家
族
の
イ
ベ
ン
ト
に
し
、
そ
の

空
間
を
楽
し
む
事
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

は
、
楽
し
い
思
い
出
と
読
書
す
る
楽
し
さ

の
両
方
を
知
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

ま
ず
は
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

「
お
は
な
し
エ
プ
ロ
ン
」

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

Ｑ
　
お
は
な
し
エ
プ
ロ
ン
っ
て
な
に
？

Ａ
　
大
口
町
立
図
書
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア制度

で
す

読
み
聞
か
せ
の
基
本
は
、
一
対
一
と
い

う
考
え
か
ら
「
お
は
な
し
エ
プ
ロ
ン
」
は

実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
方
法
は
、
都
合
の
良
い
日
の
一
時

間
を
予
約(

予
定
表
に
記
入)

し
ま
す
。
場

所
は
、
図
書
館
の
児
童
室
で
す
。
そ
こ
で
、

待
っ
て
い
る
と
、
子
ど
も
が
図
書
館
の
蔵

書
の
中
か
ら
、
読
ん
で
欲
し
い
絵
本
や
紙

芝
居
を
持
っ
て
く
る
の
で
、
一
対
一
で
読

み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
法
」
に
よ
り
制
定
さ
れ
た

「
子
ど
も
読
書
の
日
（
４
月
２３
日
）」
か
ら
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
時
か
ら
書
物
に
親
し
み
、
読
書
の
喜
び
や
楽
し
み
を
知
る
こ
と
は
、
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
子
ど
も
の
読
書
に
つ
い
て
、
親
子
で
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
読
書
で
子
ど
も
の
心
を
豊
か
に
し
ま
し
ょ
う
。

〜
魔
法
の
国
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
〜

第
４８
回
『
こ
ど
も
の
読
書
週
間
』

４
月
２３
日
〜
５
月
１２
日

▲「おはなしエプロン」のようす

「
自
分
の
思
い
を
話
せ
る
子
ど
も
に
」



［書名（分類）］ ［著者名等］

幸せになる技術（159） スクリマ―･S.ラオ
今知りたい世界四大宗教の常識（160） 白取春彦
新しきこと面白きこと（160） 廣澤　昌
日本人を考える（289） 宮本常一
都市革命（518） 黒川紀章
イラスト図解＊地球共生 講談社
団塊世代･平均さんの小さな会社を

息子とつくる（673） 住吉俊彦
いっしょに森あそび（786） トヨタ自動車株式会社
本を旅する（914） 出久根達郎
アフリカのひと（950） J.M.G.クレ

【5月6日に『あたらしい本』のコーナーに並びます。】

あ
た
ら
し
い
本
の
コ
ー
ナ
ー

［書　　　名］ ［著者名等］

日暮らし　上・下 宮部みゆき
「光とともに‥」シリーズ 戸部けいこ
東京タワー リリー・フランキー
博士の愛した数式 小川洋子
電車男 中野独人

ひとり

容疑者Xの献身 東野圭吾
１リットルの涙 木藤亜也
さまよう刃 東野圭吾
君を乗せる舟 宇江佐

う え ざ

真理
いつかパラソルの下で 森　絵都

え と

【4月に利用が多かった一般図書です。】

月
間
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー

今
月
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

４
か
月
児
健
診
の
待
ち
時

間
中
に
、
赤
ち
ゃ
ん
に
す
す
め

る
絵
本
の
紹
介
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

２４
日
D

午
後
１
時
か
ら

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

今
月
の
閉
館
日

１
日
B

２
日
C

８
日
B

９
日
C

１５
日
B

１６
日
C

２２
日
B

２３
日
C

２９
日
B

３０
日
C

３１
日
D

※
３
日
D
、
４
日
E
、
５
日
F
は
祝
日

開
館
し
ま
す
。

※
１
日
B
、３１
日
D
は
月
末
館
内
整
理
日
で
す
。

開
館
時
間
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先
　
2
９５
―

３
９
９
９

『
憲
法
』

５
月
３
日
は
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ

た
日
で
す
が
、
今
年
で
誕
生
し
て
満
６０
歳

に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
日
本
国
憲
法
は
一

度
も
改
正
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
国
憲

法
で
は
憲
法
改
正
の
た
め
に
、
国
会
の
特

別
多
数
決
に
よ
る
発
議
と
、
国
民
投
票
に

よ
る
承
認
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

憲
法
と
は
国
家
の
基
本
を
定
め
た
法
で

あ
り
、
国
家
権
力
を
制
限
し
て
国
民
の
自

由
と
権
利
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。
世
の

中
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
国
民
が
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
律
と
は
逆
に
、

国
家
が
守
る
べ
き
も
の
で
す
。

憲
法
と
い
う
語
は
聖
徳
太
子
の
十
七
条

憲
法
で
初
め
て
み
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は

現
在
の
憲
法
と
は
異
な
り
官
民
に
対
す
る

教
訓
的
な
も
の
で
し
た
。
世
界
に
は
様
々

な
形
の
憲
法
が
あ
り
、
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス

に
は
日
本
の
よ
う
に
文
章
に
な
っ
た
憲
法

は
あ
り
ま
せ
ん
。

参
考
図
書

◎
一
般
書

『
日
本
大
百
科
全
書
⑧
』

小
学
館

『
高
校
生
か
ら
わ
か
る
日
本
国
憲
法
の
論
点
』

ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー

『
憲
法
は
む
ず
か
し
く
な
い
』

筑
摩
書
房

◎
児
童
書

『
ニ
ュ
ー
ワ
イ
ド
学
習
百
科
事
典
③
』

学
研

『
た
の
し
く
わ
か
る
日
本
国
憲
法
①
』
岩
崎
書
店

図
書
館
で
調
べ
ら
れ
る

気気
にに
なな
るる
キキ
ーー
ワワ
ーー
ドド
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最近シニアのご夫妻から、社交ダ
ンスの本の所蔵の問い合わせが多く
なりました。
NHKで放送された「趣味悠々」の

DVD版で、もっと素敵に、華麗なる
ステップをきめてみませんか？

読んでほしい本と子どもの読みたい気持
ちは、なぜか少しずつ違っているように感
じるときがあります。そんな時、116のテ
ーマから読みたい本にアクセスできるこの
本が役立ちそうです。

『
キ
ラ
キ
ラ
読
書
ク
ラ
ブ
―
子
ど
も
の
本
６
４
４
冊
ガ
イ
ド
―
』

キ
ラ
キ
ラ
読
書
ク
ラ
ブ
／
編

●
新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー

「
今
夜
も
あ
な
た
と
タ
ン
ゴ
を
踊
ろ
う

〜
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
レ
ッ
ス
ン
〜
」

図書館HP http://www.lib.oguchi.aichi.jp/ 携帯電話からの資料検索　http://www.Johokan.com./oguchi/



日
時

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
９
時
か
ら
正
午

午
後
１
時
か
ら
４
時

連
絡
先

2
９６
―

０
６
０
６
ま
た
は
、

9
０
１
２
０
―

５１
―

０
６
０
６

日
時

５
月
１２
日
F

午
後
１
時
か
ら
４
時

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー
　
相
談
室

（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
　
１
階
）

相
談
対
象

１８
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を

持
つ
方
等

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
１
日
B
、
１５
日
B

午
前
１０
時
か
ら
正
午
　
午
後
１
時
か

ら
３
時

場
所

役
場
１
階
　
相
談
室

日
時
お
よ
び
担
当
相
談
員

２
日
C

母
子
自
立
支
援
員

母
子
就
業
相
談
員

女
性
相
談
員

１０
日
D

民
生
児
童
委
員

身
体
障
害
者
相
談
員

１７
日
D

母
子
自
立
支
援
員

母
子
就
業
相
談
員

女
性
相
談
員

２４
日
D

母
子
会
代
表

知
的
障
害
者
相
談
員

※
２
日
C
、
１７
日
D
は
午
前
１０
時
か
ら

正
午
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

１０
日
D
、
２４
日
D
は
午
後
１
時
３０
分
か

ら
３
時
３０
分

場
所

社
会
福
祉
協
議
会
　
相
談
室

（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
　
２
階
）

日
時

５
月
１０
日
D

午
前
９
時
か
ら

正
午

場
所

役
場
１
階
　
相
談
室

相
談
員

山
田
喜
久
子
さ
ん

2
９５
―

３
０
０
３

※
相
談
日
以
外
は
、
電
話
相
談
可
。

日
時

５
月
２４
日
D

午
後
１
時
か
ら

３
時

場
所

役
場
１
階
　
相
談
室

相
談
員

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

主
な
相
談
内
容

売
買
、
相
続
、
贈
与

等
に
よ
る
権
利
の
移
転
登
記
▼
抵
当

権
等
担
保
に
関
す
る
登
記
▼
会
社
の

設
立
ま
た
は
変
更
の
登
記
▼
成
年
後

見
に
関
す
る
こ
と
▼
建
物
の
新
増
築

や
取
り
壊
し
、
土
地
の
地
目
変
更
・

分
筆
合
筆
お
よ
び
地
積
更
正
の
登
記

日
時

５
月
１７
日
D

午
後
６
時
か
ら

８
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
　
相
談
室

相
談
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
』
の
司
法
書
士
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

主
な
相
談
内
容

ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金

問
題
▼
借
入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直

し
▼
借
入
金
法
的
整
理
後
の
生
活
再

建
支
援
▼
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、
悪

質
商
法

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
借
入
の
分

か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
１７
日
D

午
後
１
時
か
ら

４
時

場
所

役
場
１
階
　
相
談
室

※
前
日
ま
で
に
、
行
政
課
窓
口
ま
た
は
、

電
話
で
予
約
さ
れ
た
方
が
優
先
で
す
。

日
時

５
月
１１
日
E

午
後
１
時
３０
分

か
ら
４
時

場
所

役
場
１
階
　
相
談
室

病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必
要
と

し
て
い
る
方
の
生
命
を
救
う
た
め
、
献

血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

５
月
３１
日
D

午
前
１０
時
か
ら

正
午
　
午
後
１
時
か
ら
４
時

場
所

大
口
町
役
場

無
料
相
談

無
料
相
談

青
少
年
な
や
み
相
談
室

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

　
95
―

３
１
５
５

2
家
庭
児
童
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
こ
ど
も
課

　
94
―

０
２
５
２

2

心
配
ご
と
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
社
会
福
祉
協
議
会

　
94
―

０
０
６
０
　
5
94
―

０
０
５
９

2
消
費
生
活
相
談

役
場
／
環
境
経
済
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
６
６

2

登
記
相
談

役
場
／
行
政
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
１
３

2

法
律
相
談

役
場
／
行
政
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
１
３

2

厚
生
年
金
相
談

役
場
／
保
険
年
金
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
５
１

2
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多
重
債
務
者
相
談

役
場
／
環
境
経
済
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
６
７

2

善
　
意

善
　
意

献
血
に
ご
協
力
を

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

　
94
―

１
２
２
２

2
人
権
・
行
政
相
談

役
場
／
生
活
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
２
５

2



『
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
』
と
は
、

「
大
口
町
ま
ち
づ
く
り
団
体
」「
大
口
町

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
」
が
お
こ
な
う
公
益
性
の

あ
る
事
業
（
不
特
定
多
数
の
人
が
参
加

で
き
る
社
会
貢
献
的
な
事
業
）
で
す
。

み
ん
な
の
事
業
提
案
で
、
ま
ち
を
ど

ん
ど
ん
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
！

●
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

承
認
さ
れ
る
と
こ
ん
な
支
援
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

▼
事
業
開
催
に
お
け
る
施
設
利
用
や
広

報
紙
・
広
報
無
線
に
よ
る
お
知
ら
せ

▼
会
議
や
作
業
場
所
、
事
務
機
器
な
ど

の
利
用

受
付

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
　
地
域

振
興
課
（
随
時
）

●
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成
金

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
必
要
な

資
金
助
成
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
団
体
に
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時

６
月
１１
日
A

午
後
１
時
か
ら

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
　
多
目

的
室

募
集
期
間
（
平
成
１８
年
度
前
期
）

５
月
１
日
B
か
ら
２５
日
E

※
い
ず
れ
の
申
請
用
紙
も
町
Ｈ
Ｐ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
は
、
毎
年
５
月
に
社
員

募
集
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

大
口
町
分
区
で
は
、
５
月
か
ら
６
月

に
各
区
を
通
じ
て
各
家
庭
に
社
資
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。
平
成

１８
年
度
の
大
口
町
分
区
の
目
標
額
は
１

４
０
万
円
で
す
。
集
め
ら
れ
た
社
資
は

日
本
赤
十
字
社
の
事
業
資
金
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

鳴
子
踊
り
の
太
鼓
を
中
心
と
し
た
ど

な
た
で
も
気
軽
に
で
き
る
内
容
で
す
。

昨
年
は
、
や
ろ
舞
い
大
祭
太
鼓
連
『
楽
』

に
も
多
数
参
加
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
７
日
A
か
ら
９
月
３
日
A

ま
で
の
毎
週
日
曜
日
　
午
後
１
時
３０

分
か
ら
３
時
３０
分

場
所

町
民
会
館
１
階
　
会
議
室

対
象

小
学
４
年
生
以
上

講
師

大
口
町
文
化
協
会
　
日
本
太
鼓

研
究
会

受
講
料

５
０
０
円
（
譜
面
代
含
む
）

申
込
み

事
前
申
込
み
は
不
要
、
随
時

参
加
可
能
で
す
。

子
ど
も
の
神
経
系
は
、
２
歳
か
ら
８

歳
で
大
人
の
９０
％
ま
で
発
達
し
ま
す
。

日
ご
ろ
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
お

母
さ
ん
も
一
緒
に
運
動
し
な
が
ら
、
子

ど
も
の
運
動
神
経
を
高
め
、
健
康
で
明

る
い
家
庭
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

内
容

走
る
、
跳
ぶ
、
投
げ
る
、
転
ぶ
、

回
る
な
ど
様
々
な
動
き
（
遊
び
）
の

中
か
ら
幼
児
期
に
必
要
な
調
整
力
を

養
う
た
め
の
総
合
的
な
動
き
の
練
習

日
時

毎
週
金
曜
日
（
１２
回
）

午
前
１０
時
１５
分
か
ら
１１
時
４５
分

場
所

中
央
公
民
館
　
集
会
室

定
員

３０
組

対
象
者

５
月
１
日
現
在
、
２
歳
か
ら

就
園
前
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
親

受
講
料

９
０
０
０
円

申
込
み

５
月
７
日
A
、
午
前
９
時
か
ら

生
涯
学
習
課
で
受
付
け
し
ま
す
。

日
時

５
月
１２
日
F

午
前
１０
時
３０
分

か
ら
１１
時
３０
分

※
同
時
に
開
講
式
も
お
こ
な
い
ま
す
。

場
所

憩
い
の
四
季
　
娯
楽
室

※
福
祉
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容
お
よ
び
講
師

『「
愛
・
地
球
博
」
こ
ぼ
れ
ば
な
し
』

河
部
光
廣
さ
ん

平
成
１３
年
か
ら
年
１
巻
発
行
し
て
き

た
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史
』
全
５
巻

が
完
成
し
ま
し
た
。

ほ
ほ
え
み
プ

ラ
ザ
３
階
歴
史

民
俗
資
料
館
に

て
、
５
巻
セ
ッ

ト
１
７
０
０
円

で
販
売
し
て
い

ま
す
。

おし
らせ
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募
　
集

募
　
集

講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

新
・
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
募
集

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
地
域
振
興
課

　
94
―

０
５
３
０

2

日
赤
社
資
募
集

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

　
94
―

１
２
２
２

2
太
鼓
教
室

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

　
95
―

３
１
５
５

2

親
子
で
ホ
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ
ジ
ャ
ン
プ

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

　
95
―

３
１
５
５

2

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

　
95
―

３
１
５
５

2

そ
の
他

そ
の
他

ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
３
階
／
歴
史
民
俗
資
料
館

　
94
―

０
０
５
５

2



日
本
国
憲
法
で
は
「
す
べ
て
国
民
は

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
生
命
、
自
由

及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
権
利
は
最
大

の
尊
重
を
必
要
と
す
る
」
と
さ
れ
、
一

人
ひ
と
り
の
基
本
的
人
権
を
保
障
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
ま
わ
り

で
は
、
い
ま
だ
に
女
性
や
障
害
者
、
外

国
人
な
ど
に
対
し
て
の
偏
見
や
誤
解
に

よ
る
人
権
侵
害
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

中
で
も
同
和
問
題
は
、
封
建
時
代
に

政
策
的
に
作
ら
れ
た
身
分
制
度
に
由
来

す
る
と
い
わ
れ
、
現
在
で
も
、
身
元
調

査
が
さ
れ
た
り
、
特
定
の
地
域
出
身
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
就
職
や
結
婚
な
ど

で
差
別
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
重

大
な
社
会
問
題
で
す
。

憲
法
が
保
障
し
た
基
本
的
人
権
の
理

念
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
身
の
ま
わ
り
の
不
合
理
や

矛
盾
に
気
付
き
、
解
決
し
て
い
く
努
力

が
必
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い

て
考
え
、
お
互
い
を
認
め
合
う
明
る
い

社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

愛
知
県
県
民
生
活
部
県
民

総
務
課
人
権
同
和
対
策
室

2
０
５
２
―

９
５
４
―

６
１
６
７

日
時

６
月
２８
日
D
か
ら
１０
月
１０
日
C

※
詳
し
い
研
修
日
程
は
福
祉
課
窓
口
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

場
所

尾
北
看
護
専
門
学
校

受
講
資
格

▽
犬
山
市
、
江
南
市
、
岩

倉
市
、
大
口
町
、
扶
桑
町
近
隣
に
お

住
ま
い
の
方
▽
健
康
で
福
祉
活
動
に

熱
意
を
持
ち
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等

と
し
て
活
動
を
希
望
さ
れ
る
方
▽
研

修
全
課
程
に
出
席
で
き
る
方

募
集
期
間

５
月
１５
日
B
か
ら
６
月
９

日
F
（
必
着
）

定
員

４０
名

受
講
料

５
９
３
０
０
円
（
消
費
税
、

テ
キ
ス
ト
代
等
含
む
）

申
込
み

福
祉
課
窓
口
の
研
修
会
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
確
認
の
上
、
は
が
き
に

「
尾
北
医
師
会
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
会
」
と
赤
字
で
書
き
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
受
講
希

望
理
由
を
必
ず
明
記
し
、
左
記
あ
て

先
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

〒
４
８
０
―

０
１
４
４

大
口
町
下
小
口
六
丁
目
１
２
２
―

２

社
団
法
人
尾
北
医
師
会

2
９５
―

７
０
２
７

人
と
動
物
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

〜
犬
が
与
え
る
癒
し
の
力
〜

暮
ら
し
の
中
で
、
心
に
ゆ
と
り
を
持

つ
こ
と
は
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
心

の
健
康
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

５
月
１７
日
D

午
後
１
時
３０
分

か
ら
２
時
３０
分

場
所

犬
山
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
　
フ

ロ
イ
デ
４
階
フ
ロ
イ
デ
ホ
ー
ル

講
師

D
O
G
SH
IP

代
表
　
須
崎
大
さ
ん

（
ド
ッ
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

対
象
者

精
神
保
健
福
祉
に
関
心
の
あ

る
方

定
員

１
０
０
名

受
講
料

無
料

申
込
み

５
月
２
日
C
か
ら
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

江
南
保
健

所
地
域
保
健
課
　
2
５６
―

２
１
５
７

昼
間
電
話
で
住
民
票
交
付
の
予
約
を

す
れ
ば
、
そ
の
日
の
夜
間
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
に
住
民
票
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

電
話
予
約
受
付
時
間

平
日
　
午
前
８

時
３０
分
か
ら
午
後
５
時

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く

受
取
場
所

役
場
　
宿
直
室

※
西
側
通
用
口
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

受
取
時
間

▽
平
日

午
後
５
時
３０
分
か
ら
９
時

▽
土
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

午
前
８

時
３０
分
か
ら
午
後
９
時

受
取
方
法

住
民
票
を
受
け
取
る
際
に
、

改
め
て
申
請
書
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。
印
か
ん
と
免
許
証
な
ど
の
受

取
人
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
を
必

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

愛
知
県
で
は
、
若
者
の
就
職
を
総
合

的
に
支
援
す
る
た
め
「
ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ

ブ
・
あ
い
ち
（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
）」
を
設

置
し
、
求
人
情
報
や
職
業
適
性
診
断
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

場
所

名
古
屋
市
中
区
栄
四
丁
目
１
番

１
号
（
中
日
ビ
ル
１２
階
）

利
用
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
　
午

前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
６
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

利
用
対
象
年
齢

３５
歳
未
満

問
合
せ
先

ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ
ブ
・
あ
い
ち

2
０
５
２
―

２
６
４
―

０
６
６
５

おし
らせ
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五
月
三
日
は
憲
法
記
念
日
で
す

役
場
／
生
活
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
２
５

2

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
会

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

　
94
―

１
２
２
２

2

精
神
保
健
福
祉
普
及
講
演
会

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

　
94
―

１
２
２
２

2
電
話
に
よ
る
住
民
票
の
請
求

役
場
／
生
活
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
２
７

2

ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ
ブ
・
あ
い
ち

役
場
／
環
境
経
済
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
６
６

2



おし
らせ

25 平成18年5月号

『ご用心！あなたの車が狙われています！』

町内で「車上狙い」「部品狙い」などの車関連の
盗難が急増しています。
●平成17年1月～12月（12か月間）
車上狙い　70件（1月あたり5.8件）
部品狙い　45件（1月あたり3.8件）
●平成18年1月～2月（2か月間）
車上狙い　15件（1月あたり7.5件）
部品狙い　3件（1月あたり1.5件）

※今年2月下旬には、町内で連続9件の被害がありました。

●被害の手口
ガラス破り、鍵穴壊し　約60％
施錠忘れ　約30％
●被害にあわないために…
◇車から離れるときは、わずかな時間でも施錠する
◇車外から見える場所にバッグ等を置かない
◇明るい場所に車をとめる

大
切
だ
よ
　
信
ら
い
す
る
こ
とさ

れ
る
こ
と

５
月
５
日
F
か
ら
１１
日
E
は
児
童
福
祉
週
間

近
年
、
都
市
化
の
進
展
や
核
家
族
化

の
進
行
等
に
伴
い
、
家
族
や
地
域
の
子

ど
も
の
養
育
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
を
す
る
母
親
の
孤
立
化
や
、
子

ど
も
同
士
で
切
磋
琢
磨
す
る
機
会
が
減

少
し
、
子
ど
も
の
社
会
性
が
育
ち
に
く

く
な
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
き
て
い

ま
す
。
児
童
福
祉
週
間
は
こ
ど
も
の
日

を
契
機
に
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に

つ
い
て
社
会
的
な
関
心
を
高
め
る
た
め

設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

町
内
の
商
工
業
者
を
対
象
に
、
商
工

業
振
興
資
金
借
り
入
れ
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
融
資
に
応
ず
る
保
証
料
お

よ
び
利
子
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

対
象

町
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
引
き

続
き
６
か
月
以
上
適
法
に
事
業
を
経

営
し
て
い
る
個
人
、
会
社
、
医
療
法

人
お
よ
び
企
業
組
合

利
用
条
件

左
記
表
の
と
お
り

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

役
場
　
環
境
経
済
課

～大口町地域安全パトロール協議会～

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
「
ま
み
ー
ぽ

け
っ
と
」
で
は
、「
あ
な
た
は
子
ど
も
の

健
康
を
守
れ
ま
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、

受
動
喫
煙
と
予
防
接
種
に
つ
い
て
専
門

医
師
に
よ
る
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
を
開
催

し
ま
す
。（
大
口
町
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

事
業
申
請
中
）

日
時

５
月
１６
日
C

午
前
１０
時
か
ら

正
午

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階
　
ほ
ほ

え
み
ホ
ー
ル

参
加
費

２
０
０
円

ゲ
ス
ト

さ
く
ら
病
院
小
児
科
部
長

中
川
恒
夫
先
生

※
混
雑
時
に
は
入
場
を
お
断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

資金使途 返済方法 貸付形式 担　保 連帯保証人

原則として県内
に居住する方で、
資産信用のある
方

個人…1人以上

会社・医療法人
　　…2人以上
※代表者含む

企業組合
　　…理事全員

事
業
上
の
運
転
資
金
、
ま
た
は
設
備
資
金

原
則
と
し
て
据
え
置
き
６
か
月
の

均
等
分
割
返
済 証

書
貸
付

原
則
必
要

種　類

通常資金
（マルシン）

特別小口資金
（マルシン
　　マルトク）

対　象

従業員50人（商業
・サービス業は30
人）以下の中小企
業者

従業員20人（商業
・サービス業は5
人）以下の中小企
業者

金　額

5,000万円
以下

1,250万円
以下

期間および貸付利率
運転資金
　2～3年　年1.4%
　4～5年　年1.4%
　6～7年　年1.5%
設備資金
　2～3年　年1.4%
　4～5年　年1.4%
　6～7年　年1.5%
運転資金
　2～3年　年1.4%
　4～5年　年1.4%

設備資金
　2～3年　年1.4%
　4～5年　年1.4%
　6～7年　年1.4%

児
童
福
祉
週
間

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
こ
ど
も
課

　
94
―

０
２
５
２

2
商
工
業
の
皆
さ
ん
へ

役
場
／
環
境
経
済
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
６
７

2

第
７
回
マ
ミ
ー
ズ
ル
ー
ム

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
地
域
振
興
課

　
94
―

０
５
３
０

2
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あなたの身のまわりの
「まちの話題」をお寄せください。
　役場　情報課　広報担当まで
　　95-1111　内線162

こ
の
巨
大
な
卵
「
ア
ー
ト
エ
ッ
グ
」

は
、
万
博
開
催
に
合
わ
せ
、
県
内
の

小
中
学
生
が
約
３
万
点
の
絵
を
描
い

た
「
ジ
ャ
パ
ン
ア
ー
ト
ム
ー
ブ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
２
０
０
５
」
の
一
環
と
し

て
作
ら
れ
、
閉
幕
後
に
町
へ
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
１
年
前
の
こ
の
日
に
開

幕
し
た
「
愛
・
地
球
博
」。
会
場
に

は
３
つ
の
「
ア
ー
ト
エ
ッ
グ
」
が
並

び
、
た
く
さ
ん
の
親
子
づ
れ
な
ど
が

赤
、
青
、
黄
と
色
と
り
ど
り
の
手
形

を
残
し
ま
し
た
。
他
に
も
会
場
で
は
、

万
博
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
ダ
ッ
シ
ュ

マ
ン
と
の
握
手
会
も
お
こ
な
わ
れ
、

参
加
し
た
人
た
ち
は
万
博
の
思
い
出

を
楽
し
み
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の

「
ア
ー
ト
エ
ッ
グ
」
は
、
愛
・
地
球

博
の
記
念
と
し
て
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

前
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
２５
日
G
、
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

駐
車
場
で
、
愛
・
地
球
博
１
周
年
記

念
と
し
て
「
ア
ー
ト
エ
ッ
グ
ニ
テ
ガ

タ
ヲ
ノ
コ
ソ
ウ
！
」
と
題
し
、
巨
大

な
卵
に
絵
の
具
で
手
形
を
付
け
る
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
４
日
C
、
将
来
を
担
う
若
者
の

代
表
７
名
に
社
本
育
英
事
業
奨
学
金
を

贈
り
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら
（
敬
称
略
）

酒
井
優
昇

ま
さ
の
り

（
大
口
中
卒
）

羽
田
野
美
郷

み
さ
と

（
大
口
中
卒
）

重
本
将
史

ま
さ
し

（
大
口
中
卒
）

黒
田
和
花

わ

か

（
大
口
中
卒
）

服
部
翔
太

し
ょ
う
た

（
大
口
北
部
中
卒
）

岡
田
恵
里
奈

え

り

な

（
大
口
北
部
中
卒
）

藤
井
安
純

あ
ず
み

（
大
口
北
部
中
卒
）

▲ダッシュマンと一緒に

大
き
く
は
ば
た
け
　
社
本
育
英
事
業
奨
学
金
授
与
式

４
月
２
日
A
、
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１

階
多
目
的
室
で
「
縄
な
い
」
の
体
験
講

習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
ふ
る
さ
と
の
森
づ

く
り
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
「
Ｇ
ｅ
ｎ
ｋ
ｉ
森
も
り
」
が
主
催
し

た
も
の
で
、
今
後
の
活
動
へ
の
啓
発
も

含
め
た
最
初
の
行
事
で
す
。
参
加
者
た

ち
は
、
最
近
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く

な
っ
た
道
具
を
使
っ
て
縄
を
な
め
し
、

指
導
者
の
や
り
方
を
見
よ
う
見
ま
ね
て

縄
を
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
日
作
ら
れ
た
縄
は
、
今
後
の
活

動
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
植
樹
活
動

の
中
で
使
用
す
る
予
定
で
す
。

あ
ん
ば
よ
う
し
と
な
り
ゃ
ー
よ
　
森
も
り
縄
な
い
講
習
会

巨
大
な
卵
に
手
形
ペ
タ
ペ
タ

▲一筋縄ではいかないカナ？

▲いろんな手形がペタペタ…



３
月
２６
日
A
、
長
野
県
下
伊
那
郡

下
條
村
『
道
の
駅
信
濃
路
下
條
』
で
、

全
国
の
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
が
集
合

す
る
『
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
大
作
戦
』

が
お
こ
な
わ
れ
、
大
口
町
か
ら
も

『
お
お
ぐ
ち
元
気
戦
隊
ダ
ッ
シ
ュ
マ

ン
』
が
参
戦
し
ま
し
た
。

会
場
は
開
演
前
か
ら
大
勢
の
親
子

連
れ
で
大
盛
況
。
い
つ
も
の
よ
う
に

『
悪
の
秘
密
結
社
ダ
ラ
ー
ク
』
が
下

條
村
を
堕
落
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
こ

ろ
に
ダ
ッ
シ
ュ
マ
ン
が
登
場
す
る

と
、
子
ど
も
た
ち
も
大
声
で
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

他
に
も
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
様
々

な
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
が
コ
ミ
カ
ル

な
シ
ョ
ー
を
繰
り
広
げ
、
会
場
は
一

日
中
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
大
作
戦

３
月
２６
日
A
、
町
民
会
館
で
消
防

団
任
命
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
新
年
度

役
員
や
新
入
団
員
に
任
命
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
１８
年
度
の
主
な
役
員
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

団
長

大
森
　
智

さ
と
し

副
団
長

酒
井
　
孝

た
か
し

〃
　
　
　

佐
藤
　
寿
義

ひ
さ
よ
し

秋
田
分
団
長

滝
岡
　
秀
紀

ひ
で
き

豊
田
分
団
長

江
口
　
崇

た
か
し

大
屋
敷
分
団
長

丹
羽
　
厚
之

あ
つ
し

外
坪
分
団
長

柘
植
　
邦
明

く
に
あ
き

河
北
分
団
長

仙
田
　
裕
和

ひ
ろ
か
ず

余
野
分
団
長

長
谷
川
　
剛

つ
よ
し

上
小
口
分
団
長

安
藤
　
直
也

な
お
や

中
小
口
分
団
長

貝
谷
　
浩
一

こ
う
い
ち

下
小
口
分
団
長

清
水
　
学

ま
な
ぶ

決
意
新
た
に
　
消
防
団
任
命
式

３
月
１４
日
C
、
西
児
童
セ
ン
タ
ー
で

子
育
て
教
室
の
お
別
れ
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
の
お
別
れ
会
は
、
赤
ち
ゃ

ん
・
１
歳
児
・
２
歳
児
の
各
子
育
て
教

室
合
同
で
お
こ
な
わ
れ
、
ア
ン
パ
ン
マ

ン
体
操
や
親
子
遊
び
な
ど
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
お
別
れ
会
に
は
、

お
お
ぐ
ち
の
ヒ
ー
ロ
ー
『
ダ
ッ
シ
ュ
マ

ン
』
も
駆
け
つ
け
、
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
じ
ゃ
ん
け
ん
遊
び
な
ど
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

あ
の
ヒ
ー
ロ
ー
も
来
て
く
れ
た
ヨ
　
西
児
童
セ
ン
タ
ー
お
別
れ
会

３
月
１９
日
A
、
桜
の
開
花
を
前
に
、

住
民
や
町
内
企
業
の
方
た
ち
が
、
五
条

川
、
合
瀬
川
、
矢
戸
川
の
清
掃
活
動
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

当
日
は
２４
団
体
約
７
５
０
名
が
参
加

し
、
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め

ま
し
た
。
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
は
ト
ラ
ッ

ク
数
台
分
に
も
な
り
、
中
に
は
パ
ソ
コ

ン
や
テ
レ
ビ
、
自
転
車
な
ど
の
不
法
投

棄
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
の
五
条
川
、
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
き
れ
い
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
の
川
を
み
ん
な
の
手
で
　
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動

▲みんなできれいにしよう

▲ダッシュマンだよ～（＾o＾）／

27 平成18年5月号

▲消防人としての第一歩

▲全国のヒーローたちとポーズ！



３
月
７
日
C

卒
業

先
月
２８
日
、
大
口
中
学
校
第
９
回
卒
業

生
の
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
同

窓
生
や
、
恩
師
の
方
々
も
含
め
８０
余
名
が

旧
交
を
温
め
、
卒
業
か
ら
５０
年
の
節
目
を

祝
わ
れ
た
と
い
う
。

今
日
は
中
学
校
の
卒
業
式
。
北
部
中
学

校
の
卒
業
式
に
出
席
し
た
。
三
年
生
８６
名

が
、
校
長
先
生
を
始
め
と
す
る
先
生
や
在

校
生
保
護
者
の
方
々
そ
し
て
多
数
の
来
賓

の
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
一
人
一
人
に
校
長

先
生
か
ら
卒
業
証
書
を
渡
さ
れ
た
。
続
い

て
吉
野
校
長
先
生
の
式
辞
。
今
春
、
三
年

生
の
卒
業
と
と
も
に
教
員
生
活
を
終
え
ら

れ
る
。
想
い
の
こ
も
っ
た
温
か
い
こ
と
ば

が
胸
を
打
つ
。

中
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
生
徒
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
始
め
る
。
未
来
に

向
か
い
、
若
者
と
し
て
の
夢
と
気
概
を
も

っ
て
進
ん
で
欲
し
い
。
そ
し
て
５０
年
後
、

先
輩
と
同
様
に
人
生
を
熱
く
語
り
合
っ
て

く
れ
る
事
を
願
う
。

３
月
１３
日
B

農
業

今
日
は
青
空
が
広
が
る
中
、
雪
が
ち
ら

つ
き
始
め
、
一
段
と
冷
え
込
み
の
き
つ
さ

を
感
じ
た
。
入
学
、
卒
業
と
い
う
大
き
な

節
目
を
迎
え
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
が
気

に
な
る
。
９
時
３０
分
よ
り
健
康
福
祉
常
任

委
員
会
が
開
か
れ
、
付
託
議
案
１４
議
案
を

ご
協
議
い
た
だ
き
１１
時
３０
分
に
終
了
し
た
。

そ
の
後
、
職
員
と
農
業
に
つ
い
て
語
り

合
っ
た
。
町
内
の
農
地
は
５
２
２
ヘ
ク
タ

ー
ル
。
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
の
食
料
自
給

率
は
日
本
全
体
で
は
４０
％
。
大
口
町
の
自

給
率
は
３２
％
。
ま
た
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で

考
え
る
と
、
農
地
全
体
で
は
８
億
１
千
万

円
。
日
本
全
体
で
は
、
全
消
費
の
７０
％
を

自
給
し
、
大
口
町
で
は
生
産
額
ベ
ー
ス
で

の
自
給
率
は
３２
％
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
ど

う
い
う
施
策
で
生
産
額
ベ
ー
ス
を
４０
％
に

引
き
上
げ
て
い
く
か
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
話
し
合
い
、
農
業
に
夢
を
馳
せ

た
。
将
来
の
農
業
の
後
継
者
の
取
り
組
み

に
期
待
し
た
い
。

３
月
２４
日
F

待
た
れ
る
法
整
備

午
後
２
時
よ
り
、
第
３
回
地
域
交
通
推

進
会
議
に
出
席
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
委

員
の
皆
様
に
、
ま
ち
の
活
性
化
の
鍵
と
も

言
う
べ
き
「
地
域
交
通
」
に
つ
い
て
広
い

視
野
に
立
っ
て
ご
協
議
い
た
だ
い
て
い
る
。

実
証
実
験
を
始
め
る
前
の
昨
年
７
月
に

開
催
し
た
第
１
回
、
１１
月
に
開
催
し
た
第

２
回
で
は
、
経
過
状
況
の
報
告
と
今
後
の

方
向
性
を
ご
協
議
い
た
だ
き
、
３
回
目
に

な
る
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
を
整
理

し
、
新
年
度
事
業
の
方
向
付
け
に
つ
い
て
、

ご
協
議
い
た
だ
い
た
。

こ
の
事
業
は
、
国
か
ら
地
域
再
生
と
し

て
認
定
を
受
け
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
お
り
、
新
し
い
方
向
性
を
見

出
す
た
め
に
努
力
を
続
け
て
き
た
。
そ
の

よ
う
な
中
、
道
路
運
送
法
の
改
正
も
あ
り
、

事
業
化
を
可
能
に
す
る
方
法
が
見
え
て
き

た
。
そ
し
て
、
町
民
・
企
業
・
行
政
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
長
期

安
定
す
る
公
共
交
通
機
関
の
創
出
と
、
環

境
と
協
働
の
時
代
に
対
応
す
る
共
同
バ
ス

事
業
の
可
能
性
が
高
ま
っ
た
。

地
域
の
課
題
は
、
地
域
の
個
性
、
特
徴

と
な
る
。
そ
れ
を
、『
本
町
独
自
の
地
域
住

民
協
働
型
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
に
つ
な

げ
た
い
。』
ま
さ
に
今
回
の
議
論
に
は
、

そ
う
し
た
想
い
が
詰
ま
っ
て
い
た
。

大
口
町
の
新
し
い
地
域
交
通
の
仕
組
み

づ
く
り
が
ま
た
一
歩
、
前
へ
踏
み
出
し
た
。

３
月
３１
日
F

第
２
の
人
生

満
開
の
桜
の
季
節
を
間
近
に
控
え
、
３

月
は
別
れ
の
季
節
。
９
名
の
職
員
に
、
退

職
辞
令
の
交
付
を
お
こ
な
っ
た
。
勧
奨
退

職
者
５
名
、
依
願
退
職
者
２
名
、
定
年
退

職
者
２
名
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
業
績
に
対

し
、
深
く
感
謝
。

本
年
は
、
大
口
誕
生
か
ら
１
０
０
年
と

い
う
節
目
の
年
で
あ
り
、
ま
た
、
第
６
次

総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
も
あ
る
。

今
、
大
き
な
時
代
の
変
化
の
中
で
、
全
町

農
業
公
園
構
想
を
始
め
、
住
民
の
参
画
と

参
加
の
ま
ち
づ
く
り
、
サ
イ
バ
ー
タ
ウ
ン

構
想
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、
生

涯
学
習
構
想
な
ど
、「
み
ん
な
で
進
め
る
自

立
と
共
助
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
本
理
念

の
も
と
、
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

現
場
を
離
れ
て
も
地
域
の
発
展
の
た
め

に
、
な
お
一
層
の
ご
活
躍
賜
ら
ん
こ
と
を

切
に
願
う
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
は
、大
口
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

も
の
の
中
か
ら
、一
部
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　http://w
w
w
.tow
n.oguchi.aichi.jp/

　
『
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
』
↓
『
町
長
室
で
す
』
↓
『
雑
感
』
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小
牧
の
金
融
関
係
に
勤
め
て
い

ま
す
。
金
融
関
係
と
い
う
と
、
結

構
ク
ー
ル
な
職
場
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
私
の
支
店
は
熱
い
人
が

多
く
、
先
日
も
新
装
開
店
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
大
成
功
し
、
み
ん
な
で

目
を
う
る
う
る
さ
せ
て
喜
び
合
い

ま
し
た
。

　
残
業
も
多
い
ハ
ー
ド
な
仕
事
で
、

後
輩
も
増
え
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も

大
き
い
で
す
が
、
近
頃
で
は
仕
事

へ
の
責
任
感
と
意
欲
が
芽
生
え
、

や
る
気
満
々
で
す
。

　
大
学
で
は
『
国
土
研
究
会
』
と

い
う
名
前
は
固
い
ん
で
す
が
、
実

質
は
旅
行
を
楽
し
む
サ
ー
ク
ル
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
。

　
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
年

に
3
回
程
、
私
を
含
め
た
三
姉

妹
と
両
親
の
五
人
と
で
、
家
族
旅

行
に
出
掛
け
ま
す
。

　
父
が
一
番
張
り
切
っ
て
旅
行
を

仕
切
っ
て
く
れ
ま
す
（
笑
）。

　
夢
は
自
分
の
父
の
よ
う
な
男
性

と
結
婚
し
て
、
母
の
よ
う
に
幸
せ

な
家
庭
を
築
く
こ
と
。

　
姉
も
以
前
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、

同
じ
事
言
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

家
族
と
い
る
と
、
本
当
に
癒
さ
れ

る
ん
で
す
よ
。
特
に
仕
事
か
ら
帰

っ
て
、
父
と
晩
酌
す
る
一
時
が
た

ま
り
ま
せ
ん
ネ
（
笑
）。

　
明
日
も
頑
張
ろ
う
！
っ
て
、
力

が
湧
い
て
来
ま
す
。

　
第
一
印
象
は
大
和
撫
子
。
で
も

お
話
を
す

る
と
ハ
キ

ハ
キ
し
て

い
て
気
持

ち
の
良
い
方
。

お
酒
好
き

と
い
う
意

外
な
一
面
も
、

ま
た
魅
力
！
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シ
リ
ー
ズ
40

例
え
ば
Ａ
と
い
う
契
約
者
が
こ
の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
料
金
の
課

金
シ
ス
テ
ム
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
電
話
を
か
け
る
か
、
受
け
る
か
、

あ
る
い
は
電
話
の
相
手
（
Ｂ
）
が
日
本
、

海
外
の
ど
ち
ら
に
い
る
か
で
支
払
う
代

金
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

着
信
し
た
だ
け
で
も
料
金
が
発
生
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

国
際
ロ
ー
ミ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
っ
て
ど
う
な
っ
て
る
の
？

電話をかける人
（電話の契約者）

電話を受ける人
（電話の契約者）

電話をかける人
（電話の契約者）

電話を受ける人
（電話の契約者）

電話を受ける人 電話をかける人

破線は
料金課金の流れ

Ａが海外で電話を
受ける場合
（電話をかけるＢは日本にいる）

日本

海外

●Ａが支払う代金
　着信料
　Ａが電話に出な
　かった場合でも
　料金がかかる場
　合がある

●Ｂが支払う代金
　日本国内の通話料

Ａが海外で電話を
かける場合
（電話を受けるＢは日本にいる）

日本

海外

●Ａが支払う代金
　日本への通話料

●Ｂが支払う代金
　なし

Ａが海外で
国際ローミングサービスを
利用しているＢの携帯電話に
かける場合
（電話を受けるＢも海外にいる）

海外

日本

●Ａが支払う代金
　日本への通話料

●Ｂが支払う代金
　着信料
　Ｂが電話に出なかった場合でも料金がかかる
　場合がある



　
は
じ
め
ま
し
て
、
森
乙
葉
で
す
。

平
成
平平

17
年
11
月
8
日
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
私
が
生
ま
れ
る
時
、
お
父
さ

ししん
が
立
ち
会
っ
て
く
れ
た
の
。

んんんん　
生
後
間
も
な
い
頃
か
ら
、
足
の
力

が
強
く
て
、
お
む
つ
を
変
え
る
時
や

がが

お
フ
ロ
に
入
っ
て
る
時
あ
ば
れ
ち

ゃ
っ
て
、
お
母
さ
ん
を
困
ら
せ
ち

ゃ
う
の
。
ご
め
ん
ね
。

　
寂
し
く
て
泣
い
ち
ゃ
う
と
、
お

母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
抱
っ

こ
し
て
歌
を
歌
っ
て
く
れ
る
の
。

う
れ
し
い
な
。

　
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
い

と
こ
の
悠
太
郎
お
兄
ち
ゃ
ん
や
亮

君
と
、
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
遊
び

た
い
な
。

（
中
小
口
）

　
　
　
お
父
さ
ん
　
森
　
貴
根

　
　
　
お
母
さ
ん
　
　
　
由
香

　
は
じ
め
ま
し
て
小
林
隼
人
で
す
。

平
成
平平平

17
年
11
月
５
日
、
元
気
に
生

ま
れ
ま
し
た
。

まままま　
お
話
が
大
好
き
で
、
た
ま
に
、
パ

パ
や
マ
マ
よ
り
も
大
き
な
声
で
お
話

パパす
る
か
ら
、
笑
わ
れ
ち
ゃ
う
。

すす体
を
動
か
す
の
も
大
好
き

体体体

！！
　
今
日

初
め
て
う
つ
伏
せ
で
、
お
尻
を
上
げ

初

て
前
に
進
め
た
ん
だ
ー
。
で
も
手

が
つ
い
て
行
か
な
く
て
、
顔
を
床

に
つ
い
ち
ゃ
っ
て
、
苦
し
か
っ
た
。

早
く
動
き
た
く
て
仕
方
な
い
ん
だ

ぁ
ー
。

　
パ
パ
が
帰
っ
て
来
て
、
高
い
高

い
し
て
く
れ
た
り
、
変
な
顔
を
し

て
く
れ
る
と
、
シ
ャ
ッ
ク
リ
が
出

る
ほ
ど
笑
っ
ち
ゃ
う
。

　
じ
い
じ
、
ば
あ
ば
に
も
よ
く
会

い
に
行
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で

も
ら
っ
て
る
よ
。
す
っ
ご
く
楽
し

い
ん
だ
ー
。
こ
れ
か
ら
も
沢
山
遊

ん
で
ね
！！

（
秋
田
）

　
　
　
お
父
さ
ん 

小
林
　
勝
広

　
　
　
お
母
さ
ん 

　
　
美
知
代
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五
条
川
の
桜
、
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、

見
事
で
す
ね
。
で
も
こ
の
号
が
出
る
頃
に

は
、
す
っ
か
り
葉
桜
で
し
ょ
う
ね
ぇ
（
さ

み
し
い
）。
皆
さ
ん
は
お
花
見
に
何
回
出

掛
け
ら
れ
ま
し
た
？
　
私
は
宴
会
、
１
回

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
〜
（
泣
）。
で

も
車
を
運
転
し
な
が
ら
、
た
っ
ぷ
り
と
愛

で
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
か
ら
、
ヨ
シ
と

し
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
さ
て
、
今
回
か
ら
広
報
の
編
集
に

参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
大
口
町
N
P
O

団
体
登
録
『
z
o
o
m
』
で
す
。
至
ら
な

い
点
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
今
回
快
く
取
材
に
応
じ

て
下
さ
っ
た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
　（
す
も
も
・
た
ー
ぼ
ー
）

○
月
×
日
　
ポ
ケ
モ
ン
の
指
人
形
に

ハ
マ
っ
て
い
る
優
志
、
宝
物
に
囲
ま

れ
て
い
る
と
、
と
っ
て
も
シ
ア
ワ
セ

そ
う
。
妹
の
秋
音
が
ち
ょ
っ
か
い
を

出
し
て
も
、
い
つ
も
優
し
く
接
し
て

く
れ
る
か
ら
、
マ
マ
は
と
っ
て
も
嬉

し
い
よ
。

○
月
×
日
　
元
気
一
杯
の
秋
音
は
、

怖
い
物
知
ら
ず
。
先
日
も
顔
か
ら
転

ん
で
、
擦
り
む
い
ち
ゃ
っ
た
の
。
パ

パ
と
優
志
が
と
っ
て
も
心
配
し
て
た

け
ど
、
マ
マ
は
、
そ
う
や
っ
て
体
で

色
々
と
学
ん
で
い
く
こ
と
も
大
切
だ

と
思
っ
て
る
ヨ
。
で
も
女
の
子
だ
か

ら
、
顔
は
怪
我
し
な
い
で
ね
（
笑
）。

○
月
×
日
　
優
志
は
、
週
に
１
回
の

お
弁
当
を
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

く
れ
て
い
る
ね
。
お
昼
ま
で
ガ
マ
ン

で
き
ず
に
、
こ
っ
そ
り
と
中
を
見
ち

ゃ
う
な
ん
て
聞
く
と
、
マ
マ
嬉
し
く

っ
て
、
ま
す
ま
す
張
り
切
っ
て
作
っ

ち
ゃ
う
よ
（
笑
）。「
秋
音
ち
ゃ
ん
が

幼
稚
園
に
入
っ
た
ら
、
僕
が
遊
ん
で

あ
げ
る
」
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
け
ど
、

秋
音
が
入
園
す
る
時
は
、
優
志
は
小

学
生
な
ん
だ
よ
ね
。
で
も
秋
音
に

色
々
と
教
え
て
あ
げ
て
ね
。
頼
り
に

し
て
ま
す
、
お
兄
ち
ゃ
ん
！
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